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９月１日現在

人 の う ご き
      

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎㉒2111（内線234）

　９月５日、慈光保育園の園児９人がＡ
ア グ リ

ＧＲＩ倶
ク ラ

楽
部
ブ

（田畑光裕会長）の皆さんと一緒に、ジャガイモ
の植え付けを体験しました。畑に溝をつくり、バケ
ツに入れたジャガイモの種芋を等間隔に植え付けて
いきました。12月には収穫ができ、園児らは、ジャ
ガイモでお菓子を作ってほしいとお願いしました。

収 穫まで待ち遠しい
園児らがジャガイモ植え体験

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

指宿地域
10月１日～７日	 ㈲吉元水道　	☎㉒2424
　　　　　　	 （夜・休☎090-8835-2223）
　　８日～14日	 ㈱後迫組　　	☎㉕3111
　　	15日～21日	 ㈲指宿工業所	☎㉒3530
	 	 　　　（夜・休☎㉒5182）
　　	22日～28日	 ㈲丸栄設備　	☎㉓2694
　　	29日～11月４日	 ㈲丸山水道　	☎㉓3131
　　　　　　	 （夜・休☎090-8911-3357）

山川地域
10月	 	 ㈲前田電気　	☎㉟9239
11月	 	 ㈱常盤建設　	☎㉟0872

開聞地域
10月	 	 永吉建設㈱　	☎㉜3181
11月	 	 ㈱丸新建設　	☎㉜2227

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についても、できる
だけ設置業者へ修理依頼をお願いします。

税の種類 期　　別
固定資産税・都市計画税 ３期
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

４期

口 座 振 替 日 10月25日(木)
納付書での納期限 10月31日(水)

総人口　43,673 人　 （−  24）
　男　　19,903 人　 （＋   1）
　女　　23,770 人　 （−  25）
世帯数　19,190 戸　 （−  13）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）	

【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

項目 薬局名 電話番号月日
10月７日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

10月８日
（月） イブスキ薬局 ☎㉔4516

10月14日
（日） 指宿市民薬局 ☎㉖4189

10月21日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

10月28日
（日）

南九州薬局指宿店
ハート薬局

☎㉓4689
☎㉓2377

11月３日
（土）

なのはな薬局
三愛調剤薬局

☎㉔1111
☎㉔4715

11月４日
（日）

指宿薬剤師会薬局
ケーアイ調剤薬局

☎㉒6343
☎㉗1152

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日
10月７日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】指宿おおしげ内科(※)

☎㉒2231
☎㉓0788

10月８日
（月）

【外科】木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック
【内科】伊藤記念病院

☎㉓3940
☎㉔4466

10月14日
（日）

【外科】今林整形外科病院
【内科】福岡医院(※)

☎㉒2710
☎㉜2022

10月21日
（日）

【外科】池田診療所
【内科】外村クリニック(※)

☎㉖2101
☎㉔3770

10月28日
（日）

【外科】田畑クリニック（※）
【内科】福元医院(※)

☎㉔5131
☎㉒3053

11月３日
（土）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】指宿さがら病院

☎㉗1177
☎㉒3079

11月４日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】こどもの森小児科クリニック

☎㉒2231
☎㉗1010
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納
税
相
談
も
な
く
、
税
金
を
期
限
内
に

納
め
て
い
な
い
滞
納
者
に
は
、
必
ず
財
産

調
査
を
行
い
、
財
産
が
判
明
し
た
場
合
は
、

差
し
押
さ
え
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
滞
納
者
の
住
居
等
に
立
ち
入
っ

て
調
査
す
る
「
捜
索
」
を
実
施
し
、
差
し

押
さ
え
た
動
産
等
を
公
売
・
換
価
し
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
納
期
内
に
納
税
し
て
い
る
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
、
今
後
も
滞
納
処
分
を
よ
り
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

　

病
気
や
失
業
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
一
時
的
に
税
金
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
は
、
分
割
納
付
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
事
前
に
納
税
者
の
生

活
状
況
等
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

　

滞
納
を
放
置
せ
ず
、
税
務
課
の
窓
口
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

督
促
状
を
発
送
し
た
日
か
ら
10
日
を
経

過
し
た
と
き
は
、
滞
納
処
分
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
処
分
と
な
っ
た
場

合
、
差
押
財
産
の
調
査
の
た
め
、
滞
納
者

の
住
居
や
事

業
所
を
捜
索

し
た
り
、
自

動
車
差
押
の

た
め
に
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
を

し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
滞
納
処
分
の
主
な
取
り
組
み

○
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
優
先
者
に
対
し
、
不

動
産
（
土
地
や
建
物
）
を
差
し
押
さ
え
、

公
売
し
ま
す
。

○
給
与
所
得
者
に
対
し
て
は
、
勤
務
先
に

給
与
照
会
を
行
っ
た
上
で
、
給
与
差
押

を
し
ま
す
。

○
法
人
お
よ
び
自
営
業
者
に
対
し
て
は
、

売
掛
金
な
ど
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

○
普
通
預
金
等
は
即
時
に
引
き
出
し
て
取

り
立
て
ま
す
。

○
生
命
保
険
は
解
約
権
を
行
使
し
、
解
約

返
戻
金
を
取
り
立
て
ま
す
。

※
な
お
現
在
、
分
割
納
付
を
し
て
い
る
人

で
も
、
納
付
額
が
新
た
に
発
生
す
る
年

税
額
を
下
回
る
人
は
滞
納
処
分
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

税
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な
暮

ら
し
を
す
る
た
め
に
、
重
要
な
役
割
を
持

っ
て
い
ま
す
。
福
祉
や
保
険
と
い
っ
た
社

会
保
障
、
ご
み
処
理
、
教
育
、
道
路
整
備

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
る
上
で
、

非
常
に
大
切
な
財
源
で
す
。

　

市
税
を
滞
納
す
る
こ
と
は
、
納
期
内
に

納
税
し
て
い
る
大
多
数
の
市
民
と
の
公
平

性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市

の
財
政
を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
を
来
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
納
税
相
談
も
な
く
納
付
し
て
い
な

い
人
に
対
し
て
は
、
滞
納
処
分
に
よ
り
強

制
的
に
徴
収
し
て
い
ま
す
が
、
10
月
は
「
徴

収
強
化
月
間
」
の
た
め
、
こ
の
滞
納
処
分

を
よ
り
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

■
滞
納
処
分
と
は

市
税
の
滞
納
者
に
対
し
て
、
裁
判
所
に

訴
え
る
事
を
必
要
と
せ
ず
、
市
が
独
自

に
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
事

で
す
。

■
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
る
財
産

○
債　

権　

預
貯
金
、
給
与
、
生
命
保
険
、

売
掛
金
、
国
税
還
付
金
、
賃

料
な
ど

○
動　

産　

絵
画
、
自
動
車
な
ど

○
不
動
産　

土
地
、
建
物

10月は徴収強化月間
市税の滞納処分を
強化しています

タイヤロックによる滞納処分

徴収強化月間

税
負
担
の
公
平
性
を

確
保
す
る
た
め
に

市
税
が
滞
納
に
な
る

前
に
納
税
相
談
を

差
し
押
さ
え
を
強
化
し
ま
す

　

市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
税
金

の
自
主
的
な
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
さ

れ
な
い
場
合
は
、
財
産
の
滞
納
処
分
（
差

し
押
さ
え
や
公
売
な
ど
）
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
督
促
状
や
催
告
書

の
発
送
な
ど
に
不
必
要
な
経
費
が
掛
か
り
、

そ
の
費
用
も
市
税
で
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
滞
納
処
分
を
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
納
期
内
納
付
に
協
力
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
収
納
管
理
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
３
４
）

財産調査状況 （平成23年度）（平成23年度）滞納処分（差し押さえ）状況
調査先 調　査　内　容 件　数 人　数

金融機関 口座の有無、取引状況の調査 2,839 473

勤 務 先 支払い給与額等の調査 19 19

税 務 署 国税還付金、収支内訳書等の調査 8,240 8,240

法 務 局 土地、建物、法人登記等の調査 25 25

保険会社 加入状況、解約払戻金の調査 4,257 473

そ の 他 診療報酬 4 2

合　　　　計 15,384 9,232

種　　類 人数 件数 差　押　額
不 動 産 2 2 17,913,900 円
生 命 保 険 9 17 55,212,800 円
給 与 6 6 1,959,000 円
国 税 還 付 金 17 23 1,130,714 円
診 療 報 酬 1 4 7,679,000 円
預 貯 金 5 9 2,547,499 円
弁済業務保証金分担金 1 1 600,000 円

合　　　計 41 62 87,042,913 円

■開設日　毎週木曜日
■時　間　20：00まで
■場　所　税務課収納管理係窓口
問い合わせ先　税務課収納管理係　☎㉒2111

夜間納税相談窓口を開設
　徴収強化月間の期間中、税務課収
納管理係内に「夜間納税相談窓口」
を開設しています。仕事等で昼間に
相談できない人は、この機会に相談
してください。

給与差押　預貯金差押　不動産差押 給与差押　預貯金差押　不動産差押　給与差押　預貯金差押　不動産差押
金差押　不動

産差押 給与差
押　預貯金差

押　不動産差
押　給与差押

　預貯金差押
　不動産差押

　給

納
期
内
納
付
に
協
力
を

　

災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病
気
な

ど
、
次
に
掲
げ
た
特
別
な
事
情
に
よ
り
、

生
活
が
著
し
く
困
窮
す
る
よ
う
に
な
っ
た

場
合
は
、
市
税
等
を
減
免
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
火
災
や
震
災
、
水
害
、
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
災
害
で
、
納
税
義
務
者
が
死

亡
ま
た
は
障
害
者
と
な
っ
た

○
納
税
義
務
者
が
所
有
し
、
直
接
居
住
し

て
い
る
住
宅
、
ま
た
は
、
日
常
使
用
す

る
家
財
が
、
災
害
に
よ
っ
て
一
定
以
上

の
損
害
を
受
け
た

○
災
害
の
た
め
、
農
作
物
が
一
定
額
以
上

の
損
害
を
受
け
た

○
廃
業
や
休
業
、
失
業
、
疾
病
等
に
よ
り
、

所
得
額
が
一
定
以
下
に
減
少
し
た

※
こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
内
容
は
要
約
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税
金
等

に
よ
っ
て
減
免
制
度
の
内
容
が
異
な
り

ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
こ
れ
ら
の

理
由
に
よ
り
著
し
く
生
活
が
困
窮
す
る

場
合
で
あ
り
、
個
々
に
判
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

気軽に相談してください

相
談
に
よ
る
分
割
納
付

市
税
等
の
減
免
制
度
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①
一
般
生
活
排
水
な
ど
に
よ
る
河
川
の
水

質
汚
染
・
水
質
汚
濁

②
工
場
排
水
な
ど
に
よ
る
地
下
水
の
汚
染
、

海
洋
の
水
質
汚
染

③
産
業
廃
棄
物
や
不
法
投
棄
、
し
尿
な
ど

に
よ
る
河
川
の
水
質
汚
染

④
不
慮
の
事
故
に
よ
る
船
舶
か
ら
流
れ
出

る
油
、
船
舶
排
水
に
よ
る
海
洋
の
水
質

汚
染

⑤
雪
や
雨
な
ど
、
空
気
中
に
大
気
汚
染
物

質
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
水
質

汚
染

⑥
農
薬
に
よ
る
地
下
水
の
水
質
汚
染
、
河

川
の
水
質
汚
染

　

水
質
汚
染
防
止
の
た
め
に
、
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

　

水
質
汚
染
を
少
し
で
も
減
少
さ
せ
る
に

は
、
合
成
洗
剤
な
ど
、
川
や
海
を
汚
染
す

る
も
の
を
利
用
し
な
い
、
自
然
に
優
し
い

も
の
、
自
然
に
か
え
る
も
の
を
う
ま
く
利

用
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
然
に

優
し
い
も
の
を
使
う
こ
と
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
も
安
全
で
あ
り
、
地
球
に
も
安
全

な
の
で
す
。
生
活
の
中
で
一
人
ひ
と
り
が

協
力
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち

の
水
資
源
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

生
活
排
水
が
未
処
理
の
ま
ま
放
流
さ
れ

る
と
、
水
質
汚
染
が
進
み
、
美
し
い
自
然

が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
公
共
下
水
道
認
可
区

域
外
（
池
田
・
小
牧
・
岩
本
・
新
西
方
地

区
、
山
川
・
開
聞
地
域
な
ど
）
に
お
け
る

浄
化
槽
の
設
置
や
、
市
が
指
定
す
る
区
域

で
の
高
度
処
理
型
浄
化
槽
の
設
置
に
対
し
、

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る

に
は
、
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
区
域

内
で
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な

い
人
は
、
速
や
か
に
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
り
、
産
業
を
発

展
さ
せ
る
上
で
特
に
重
要
な
河
川
の
う
ち
、

国
が
管
理
し
て
い
る
河
川
を
一
級
河
川
、

比
較
的
流
域
面
積
が
小
さ
い
河
川
の
う
ち
、

都
道
府
県
が
管
理
し
て
い
る
河
川
を
二
級

河
川
と
区
別
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
を
流
れ
る
河
川
に
一
級
河
川
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
二
級
河
川
と
し
て
、
二
反

田
川
、
湊
川
、
宮
田
川
、
新
川
の
４
本
が

あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
美
し
い
河
川
を
維
持
す
る
た
め

に
、
市
環
境
基
本
計
画
に
お
い
て
、
河
川

の
汚
れ
の
度
合
い
を
示
す
生
物
化
学
的
酸

素
要
求
量
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
の
目
標
値
を
設
定

し
、
４
本
の
二
級
河
川
に
つ
い
て
Ｂ
Ｏ
Ｄ

３
㎎
／
ℓ
以
下
と
し
て
い
ま
す
。（
表
）

　

平
成
19
年
度
以
前
は
、
い
く
つ
か
の
河

川
で
目
標
値
を
上
回
る
検
査
結
果
も
出
ま

し
た
が
、
平
成
20
年
度
以
降
は
４
河
川
と

も
目
標
値
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
こ
の
状
態
を
維
持
向
上
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

市
は
、「
指
宿
市
環
境
基
本
計
画
」（
平
成

20
～
27
年
度
）
に
基
づ
き
、
基
本
目
標
で

あ
る
「
み
ん
な
で
つ
く
る
人
と
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
市
民
・
事

業
者
・
行
政
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
の
参

加
と
連
携
に
よ
り
、
水
・
大
気
環
境
や
自

然
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
環
境
保
全
の
取
り
組
み
に
対

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

　

地
球
に
は
約
14
億
㎦
の
水
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
96
・
５
％
は
海
水

で
、
淡
水
は
約
３
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
淡
水
の
70
％
は
南
極
・
北
極
の

氷
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
、
陸
地
に

あ
る
河
川
、
湖
沼
、
地
下
水
な
ど
の
利
用

で
き
る
水
は
、
地
球
上
の
水
の
０
・
８
％

程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
実
際
に
利
用
で
き
る
淡
水
は
、

雨
水
を
除
く
と
、
河
川
の
水
と
地
下
水
の

一
部
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
わ
ず
か
な
水
を
私
た
ち
は
生
活
・
工

業
・
農
業
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
る
と
、

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
水
は
、
ま
さ

に
「
貴
重
な
資
源
」
と
い
え
ま
す
。

　

地
球
の
水
は
１
カ
所
に
と
ど
ま
ら
ず
、

絶
え
ず
地
球
上
を
循
環
し
て
い
ま
す
。
地

球
上
の
水
は
、
海
や
陸
か
ら
蒸
発
し
て
雲

と
な
り
、
や
が
て
雨
や
雪
に
な
っ
て
地
上

に
降
り
注
ぎ
ま
す
。
そ
し
て
、
川
と
な
っ

て
流
れ
、
一
部
は
地
下
水
と
な
り
再
び
海

に
戻
っ
て
い
き
ま
す
。
地
球
上
の
水
は
、

昔
か
ら
こ
の
よ
う
な
循
環
を
変
わ
る
こ
と

な
く
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
人

類
は
、
こ
の
大
き
な
循
環
の
中
で
水
を
利

用
し
、
生
活
し
て
き
た
の
で
す
。

　

川
や
湖
、
海
で
は
水
質
汚
染
が
進
ん
で

い
ま
す
。
水
質
汚
染
の
原
因
の
60
％
が
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
な
の
で

す
。
人
口
の
増
加
や
生
活
水
準
の
向
上
に

よ
り
、
炊
事
や
洗
濯
な
ど
、
私
た
ち
が
毎

日
の
生
活
の
中
で
出
す
生
活
排
水
が
増
加

し
ま
し
た
。
こ
の
排
水
が
川
や
海
を
汚
し

て
い
る
大
き
な
原
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
水
質
汚
染
に
つ
い
て
理

解
し
て
い
る
人
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

  美しい自然のままの河川を守りましょう

　私たちのふるさとは、美しい自然と豊かな資源に恵まれています。市内
を流れる多くの河川も、私たちにとっては貴重な財産の1つです。
　しかし現在、水質汚染が世界中で広がり、生態系にまで影響を及ぼして
います。その原因の約６割が、家庭からの生活排水ともいわれています。
　現代に生きる私たちの使命は、美しい自然を後世に引き継ぐことです。
水環境の現状を知り、水資源を守るため、私たちができることを考えてい
きましょう。

水
環
境
を
知
っ
て

　
水
資
源
を
守
ろ
う

　
　
　
　
〜
市
の
河
川
の
現
状
〜

　山川生活学校（神薗勝代会長）では、成川区を流れる鳴川の水
質調査を実施しています。普段からＬＯＶＥいぶすきを活用する
など、生活排水が流れ込む河川の水質保全に努めています。

0
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5.0

7.5

10.0

H17夏H16夏 H18夏 H19夏 H20夏 H21夏 H22夏 H23夏

（mg/ℓ） 目標値（環境基準）　３mg/ℓ以下

　湊川　　宮田川　　二反田川　　新川　　目標値（環境基準）

市内二級河川のBODの経年変化（表）

循
環
す
る
水

水
質
汚
染
等
の
原
因

私
た
ち
の
取
り
組
み

市
の
取
り
組
み

市
内
の
河
川
の
現
状

水
は
貴
重
な
資
源

生
活
排
水
の
処
理

最
後
に

水質保全の取り組み
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Ｑ　

国
保
か
ら
は
、
医
療
費
（
保
険
給
付

費
）
の
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
費
用
を
支

払
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ　

皆
さ
ん
か
ら
集
め
ら
れ
た
国
保
税
は
、

　

医
療
を
受
け
る
た
め
の
費
用
や
出
産
育

児
一
時
金
等
の
給
付
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
歳
出
の
68
％
を
占
め
る
医
療
費
の

ほ
か
に
、
加
入
者
の
医
療
や
健
診
に
関

係
す
る
費
用
と
し
て
、
そ
の
他
の
拠
出

金
（
共
同
事
業
拠
出
金
な
ど
）
と
総
務

費
、
国
保
か
ら
他
保
険
者
へ
の
支
援
と

し
て
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
と
介
護
納

付
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
内
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
と
介
護
納
付
金
は
、
歳
出

　

の
13
％
を
占
め
、
平
成
23
年
度
は
、
約

10
億
円
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

Ｑ　

共
同
事
業
拠
出
金
と
は
、
ど
の
よ
う

な
費
用
で
す
か
？

Ａ　

多
額
の
医
療
費
を
必
要
と
す
る
患
者

が
急
激
に
増
加
す
る
な
ど
、
予
想
外
の

高
額
な
医
療
費
が
発
生
す
る
と
、
国
保

財
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
　

こ
の
た
め
、
各
都
道
府
県
の
国
保
連

合
会
が
主
体
と
な
り
、
市
町
村
か
ら
準

備
金
を
集
め
、
高
額
な
医
療
費
の
実
績

に
応
じ
て
市
町
村
に
交
付
金
を
分
配
す

る
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
事
業
に
対
す
る
拠
出
金
と
し
て
、

市
が
国
保
連
合
会
に
支
払
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

Ｑ　

後
期
高
齢
者
支
援
金
と
介
護
納
付
金

と
は
、
ど
の
よ
う
な
費
用
で
す
か
？

Ａ　

後
期
高
齢
者
支
援
金
は
、
75
歳
以
上

の
人
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
で
使
わ
れ
る
医
療
費
を
支
援
す
る
た

め
、
74
歳
未
満
の
人
が
負
担
し
て
い
る

費
用
で
す
。

　
　

ま
た
、
介
護
納
付
金
は
、
介
護
給
付

に
必
要
な
費
用
と
し
て
、
介
護
保
険
の

第
２
号
被
保
険
者
（
40
～
64
歳
）
が
負

担
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
　

こ
れ
ら
の
費
用
は
、
社
会
保
険
診
療

報
酬
支
払
基
金
を
通
じ
て
、
各
都
道
府

県
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
各

市
町
村
の
介
護
保
険
者
に
分
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

シリーズ 国保の現状と今後 私
た
ち
の
国
民
健
康
保
険

み
ん
な
で
考
え
よ
う

第３回　国保の負担と特定健診

国
保
が
負
担
す
る
費
用

 平成23年度の歳出決算の状況（表１）

歳出総額　7,702,161千円

前年度繰上充用金
166,520千円　２％

総務費ほか
227,773千円
３％

その他拠出金
1,047,946千円

14％

介護納付金
351,389千円
４%

後期高齢者支援金
677,458千円
９％

医療費
（保険給付費）
5,231,075千円

68％

　

国
保
が
負
担
し
て
い
る
後
期
高
齢
者
支

援
金
や
介
護
納
付
金
は
、
医
療
費
と
同
様
、

高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
等
に
よ
り
年
々

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
国
保
の
負

担
を
さ
ら
に
大
き
く
す
る
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
受
診
率
に
よ
り
後
期
高
齢

者
支
援
金
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
発
生
す
る

可
能
性
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

将
来
の
負
担
を
考
え
れ
ば
、
国
保
加
入
者

が
健
康
を
維
持
し
た
ま
ま
年
齢
を
重
ね
て

い
く
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

特
定
健
診
の
受
診
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら

の
健
康
づ
く
り
で
元
気
な
高
齢
者
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
、
国
保
が
直
接
負
担
す

る
医
療
費
だ
け
で
な
く
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
や
介
護
納
付
金
に
よ
る
負
担
も
軽
減

し
、
制
度
の
枠
を
越
え
た
世
代
間
の
助
け

合
い
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
回
は
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
と
な
り
ま
す

が
、
危
機
に
直
面
し
て
い
る
私
た
ち
の
国

民
健
康
保
険
を
今
後
も
守
っ
て
い
く
た
め
、

よ
り
長
く
健
康
で
あ
り
続
け
る
に
は
何
を

す
る
べ
き
な
の
か
、
市
が
行
う
健
康
づ
く

り
の
取
り
組
み
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

Ｑ　

市
が
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金

と
介
護
納
付
金
は
年
々
増
え
て
い
る
の

で
す
か
？

Ａ　

平
成
22
年
度
以
降
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
、
介
護
納
付
金
と
も
に
年
々
増
え

続
け
て
い
ま
す
。（
表
２
）

　
　

高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
に
伴
い
、

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
や
介
護
費
用
は

年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も

国
保
が
負
担
す
る
金
額
は
増
え
て
い
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

市の後期高齢者支援金・介護納付金の負担額

国における特定健診の受診率と
65歳以上１人当たり年間医療費

Ｑ　

今
後
も
、
特
定
健
診
の
受
診
率
の
向

上
に
努
め
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
す
か
？

Ａ　

特
定
健
診
の
受
診
に
よ
る
病
気
の
早

期
発
見
と
早
期
治
療
は
、
重
症
化
の
防

止
に
効
果
的
で
す
。
そ
の
た
め
、
特
定

健
診
の
受
診
率
が
高
い
保
険
者
（
市
町

村
）
ほ
ど
、
65
歳
以
上
の
１
人
当
た
り

の
医
療
費
が
低
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。（
表
３
）

　
　

ま
た
現
在
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る

人
も
い
ず
れ
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
対

象
と
な
り
、
国
保
か
ら
の
支
援
金
で
医

療
を
受
け
た
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
若
い

世
代
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
も
、

今
の
う
ち
か
ら
特
定
健
診
を
受
診
し
て

健
康
づ
く
り
を
心
掛
け
、
受
診
率
の
向

上
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｑ　

広
報
い
ぶ
す
き
６
月
号
で
、
特
定
健

診
の
受
診
率
に
よ
っ
て
は
後
期
高
齢
者

支
援
金
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
市
に
影
響
は
あ
る
の

で
す
か
？

Ａ　

平
成
24
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
が

65
％
に
達
し
て
い
な
い
場
合
、
後
期
高

　

齢
者
支
援
金
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
発
生

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
目

標
値
の
65
％
に
達
す
る
市
町
村
が
少
な

い
こ
と
が
全
国
的
に
見
込
ま
れ
る
た
め
、

現
在
、
国
に
お
い
て
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の

基
準
を
引
き
下
げ
る
方
向
で
検
討
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
の
負
担
に
影

響
が
生
じ
る
可
能
性
は
小
さ
く
な
っ
て

い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
と
特
定
健
診

ま
　
と
　
め

区　　　分 平成22年度 平成23年度 平成24年度

後期高齢者支援金 628,289千円 677,458千円 752,046千円

対 前 年 度 比 ー 108％ 111％

介 護 納 付 金 324,729千円 351,389千円 357,837千円

対 前 年 度 比 ー 108％ 102％

合 　 　 　 計 953,018千円 1,028,847千円 1,109,883千円

対 前 年 度 比 ー 108％ 108％

受診率 医療費（円） 保険者数

  　　80%以上       ー 0

70〜80％未満 420,899 11

60〜70％未満 419,503 41

50〜60％未満 435,864 147

40〜50％未満 442,931 395

30〜40％未満
（指宿市35.7％）

450,546 541

20〜30％未満 459,941 446

10〜20％未満 477,567 127

　　 10％未満  487,154 4

　国民健康保険（国保）特別会計は、加入者の医療費だけでなく、介護保険や
後期高齢者医療保険に対する費用も支払っています。
　今回は、他保険に対して国保が負担している費用と、特定健診など健康づく
りとの関連について考えていきたいと思います。

（表２）

（表３）
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条
例
で
は
、
表
示
で
き
る
場
所

や
表
示
方
法
、
広
告
物
の
大
き
さ

に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。
屋
外

広
告
物
を
表
示
・
設
置
す
る
場
合

は
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
場
所

で
市
長
の
許
可
（
屋
外
広
告
物
許

可
証
）
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

自
家
用
広
告
物
や
自
己
所
有
の
土

地
、
ま
た
は
物
件
に
お
い
て
管
理

上
の
必
要
に
基
づ
き
表
示
す
る
物

で
、
許
可
基
準
内
で
あ
れ
ば
申
請

が
不
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

は
り
紙
、
看
板
、
の
ぼ
り
旗
な

ど
の
屋
外
広
告
物
は
、
日
常
生
活

に
必
要
な
情
報
を
伝
え
、
ま
ち
を

活
気
づ
け
る
と
と
も
に
、
景
観
を

構
成
す
る
重
要
な
要
素
の
１
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
広
告
物
が
、

無
秩
序
に
表
示
さ
れ
る
と
、
ま
ち

の
景
観
を
損
ね
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
て

い
な
い
と
、
落
下
や
倒
壊
な
ど
に

よ
っ
て
、
思
わ
ぬ
事
故
を
招
く
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

き
な
い
よ
う
、
指
宿
市
屋
外
広
告

物
条
例
（
以
下
・
条
例
）
に
基
づ

き
、
景
観
形
成
の
誘
導
と
、
規
制

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

子どもたちの想
お も

いが映像に

いぶすき子ども映画祭
いぶすき子ども映画祭は、小学生から高校生までの子どもたち自らが、テーマに
沿ってホームビデオで映像を撮影し、３分間の映画を作り上げ、その作品を鑑賞・
表彰するイベントです。

　

こ
の
映
画
祭
は
、
映
像
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
今
の
世
の
中

に
訴
え
た
い
こ
と
、
伝
え
た
い
こ

と
を
表
現
で
き
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
の
思
い
を
大
人
が
受
け

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
世
界
的
に

も
珍
し
い
取
り
組
み
で
す
。

　

昨
年
は
「
ま
な
び
」
を
テ
ー
マ

に
、
心
温
ま
る
多
く
の
作
品
が
集

ま
り
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
あ
な
た
に
と
っ
て
の
命
」
で
す
。

　

動
物
や
植
物
の
命
以
外
に
も
、

伝
統
工
芸
品
や
美
術
品
な
ど
に
吹

き
込
ま
れ
た
命
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ

に
一
生
懸
命
打
ち
込
む
際
の
一
瞬

に
宿
る
命
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
に
命
は
宿
っ
て
い
ま
す
。

　

数
多
く
あ
る
素
材
の
中
か
ら
ど

の
よ
う
な
素
材
を
子
ど
も
た
ち
が

選
択
し
、
ど
の
よ
う
な
作
品
を
制

作
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
映
像
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
と
ら
え

た
「
命
」
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

10
月
13
日（
土
）

　

○
13
時
開
場　

○
14
時
開
会

■
場
所　

丹
波
小
学
校　

ラ
ン
チ

ル
ー
ム
（
３
階
）

■
入
場
料　

無
料

■
駐
車
場　

丹
波
小
学
校
校
庭

※
東
門
（
体
育
館
側
）
か
ら
入
り
、

南
側
校
庭
に
駐
車
し
て
く
だ
さ

い
。

■
ゲ
ス
ト
審
査
員

　

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭
当
日

は
ゲ
ス
ト
審
査
員
と
し
て
、
映
像

作
家
の
古
田
亘
氏
、
女
優
の
佐
藤

友
紀
氏
、
人
形
作
家
の
朝
隈
俊
男

氏
（
指
宿
市
出
身
）
が
、
放
映
さ

れ
る
作
品
に
対
し
、
講
評
を
行
い

ま
す
。

○
映
像
作
家　

古
田
亘
氏

○
女
優　

佐
藤
友
紀
氏

○
人
形
作
家　

朝
隈
俊
男
氏

　

こ
の
「
い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画

祭
」
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
制

作
者
は
、
11
月
24
日
に
兵
庫
県
南

あ
わ
じ
市
で
開
催
さ
れ
る
「
ア
ジ

ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
in
南
あ
わ

じ
」
に
招
待
さ
れ
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
日
本
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
は

じ
め
、
海
外
か
ら
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中
国
、
韓
国
、
チ

ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
、
モ
ン

ゴ
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ま
た
新
た

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ル
ネ
イ
な
ど

の
子
ど
も
た
ち
も
集
ま
り
、
映
像

で
つ
な
が
る
国
際
交
流
の
場
も
設

け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭
実
行

委
員
会
（
学
校
教
育
課
学
務
係

内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
２
３
）

　

次
の
物
件
に
は
、
原
則
と
し
て

す
べ
て
の
広
告
物
を
表
示
・
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
分
離
帯

②
石
垣
、
擁
壁
な
ど

③
街
路
樹
、
路
傍
樹
お
よ
び
こ
れ

ら
の
支
柱

④
信
号
機
、
道
路
標
識
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
道

路
上
の
柵
な
ど

⑤
電
柱
、
街
灯
柱
な
ど

⑥
消
火
栓
、
火
災
報
知
機
な
ど

⑦
郵
便
ポ
ス
ト
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス

な
ど

⑧
送
電
塔
、
煙
突
、
水
道
タ
ン
ク

銅
像
、
記
念
碑
類
、
道
路
の
路

面
な
ど

罰
則
の
対
象

　

次
の
よ
う
な
違
反
や
措
置
・
除

却
命
令
、
立
入
検
査
な
ど
に
従
わ

な
け
れ
ば
最
高
で
50
万
円
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

①
禁
止
地
域
、
禁
止
物
件
、
制
限

地
域
に
違
反
し
て
広
告
物
を
表

示
し
、
ま
た
は
掲
出
物
件
を
設

置
し
た
と
き

②
広
告
物
を
変
更
、
改
造
す
る
と

き
に
許
可
を
受
け
な
か
っ
た
と

き
③
広
告
物
を
除
却
す
べ
き
と
き
に

し
な
か
っ
た
と
き

④
措
置
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
と

き

す
で
に
設
置
済
み
の
人

○
市
の
許
可
を
受
け
て
い
ま
す
か

○
腐
食
、
退
色
な
ど
が
な
い
よ
う

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
い
ま
す

か
○
広
告
物
を
表
示
で
き
な
い
場
所

に
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
か

こ
れ
か
ら
設
置
す
る
人

○
広
告
物
の
表
示
を
依
頼
す
る
業

者
は
、
鹿
児
島
県
屋
外
広
告
物

条
例
に
よ
る
屋
外
広
告
業
の
知

事
の
登
録
を
受
け
た
業
者
で
す

か
○
屋
外
広
告
物
条
例
の
ほ
か
、
関

係
法
規
建
築
基
準
法
（
広
告
塔
・

　

広
告
板
の
高
さ
が
４
ｍ
を
超
え

る
と
一
般
工
作
物
と
し
て
確
認

申
請
を
要
し
ま
す
。）、
そ
の
他
、

道
路
法
、
道
路
交
通
法
等
に
適

合
し
て
い
ま
す
か

　

ま
ち
の
景
観
や
違
法
な
広
告
の

乱
立
を
防
ぐ
た
め
、
指
宿
市
屋
外

広
告
物
条
例
へ
の
理
解
と
広
告
の

適
正
表
示
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
６
４
）

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
の
屋
外
広
告
物
条
例

表
示
・
設
置
の
制
度

屋
外
広
告
物
の
規
制

確
認
し
て
く
だ
さ
い
！

屋外広告物許可を証すシール

アドバルーン

野立広告

突出広告

屋上広告

壁面広告

懸垂幕

橋やトンネル

分離帯

郵便ポスト

街路灯

電話ボックス

街路樹など
電柱・鉄塔など

銅像・記念碑など

信号機・
　道路標識

石垣や
ガードレール
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指宿市文化協会創立40周年記念講演

「食文化を学ぶ～魚の発酵食品」
～鰹節、塩麹、焼酎の効用～

講師　小泉武夫　氏
（東京農業大学名誉教授）

日時　10月18日（木）15：00～16：30

会場　市民会館大ホール（入場無料）

　幕末に島津家から徳川家13代将軍・家定に嫁いだ天璋
院篤姫の銅像が、隼人松原公園の海岸に完成し、９月９
日除幕式がありました。幼少のころ、「於一」と呼ばれて
いた篤姫はこの付近で遊んだとされており、銅像は篤姫
の少女時代をイメージしています。篤姫銅像実行委員会
が協賛金（約1,200万円）を募り、原型は指宿商業高校
で非常勤講師を務める彫刻家の田原迫華さんが制作しま
した。

幼少の篤姫・於
お か つ

一像が完成

市内で行われた創立40周年記念式典

於一像の完成を祝う関係者ら

　市文化協会は、昭和47年10月に指宿市文化連絡会と
して発会し、今年創立40周年を迎えました。7月22日
には記念式典や祝賀会が行われ、多くの市民とともに
祝うことができました。
　当協会では、日ごろの文化協会に対する皆さんのご
厚情に感謝し、講師に東京農業大学名誉教授の小泉武
夫氏をお招きして、記念講演を開催します。小泉氏は
鰹節に関する分野での権威であり、また、特産品関係
や生活改善グループなど幅広い分野で活躍されていま
す。特に水産加工業関係者の皆さんには役立つ講演と
思います。グループや職場の仲間たちと、ぜひご来場
ください。

○
祭
典
（
湯
権
現
神
社
）

○
み
こ
し
渡
御
（
湯
権
現
神
社
～

太
平
次
公
園
）

○
温
泉
歴
史
講
話
（
時
遊
館
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
）

○
姉
妹
・
友
好
都
市
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー

○
い
ぶ
す
き
菜
の
花
レ
デ
ィ
披
露

○
特
設
足
湯

○
花
火
大
会
（
指
宿
港
・
太
平
次

公
園
）

※
雨
天
時
は
、
花
火
大
会
を
28
日

に
順
延
し
ま
す
。

○
マ
ー
チ
ン
グ
パ
レ
ー
ド

○
指
宿
ハ
ン
ヤ
踊
り

※
今
年
の
指
宿
ハ
ン
ヤ
踊
り
は
、

日
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
商
店
街
グ
ル
メ
№
１
決
定
戦

○
湯
豊
太
鼓
演
奏

○
郷
土
芸
能

○
温
泉
祭
大
抽
選
会

○
公
衆
浴
場
１
０
０
円
開
放

※
小
学
生
以
下
は
無
料

イ
ッ
シ
ー
バ
ス
臨
時
運
行

指
宿
温
泉
祭
花
火
大
会
の
時
間

に
併
せ
て
、
開
聞
・
山
川
方
面

か
ら
Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
間
で
、
１
往

復
臨
時
運
行
し
ま
す
。

■
運
行
日　

10
月
27
日（
土
）

■
運
賃　

一
律
２
０
０
円

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

27
日（
土
）は
、
市
役
所
指
宿
庁

舎
か
ら
Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
間
で
、
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。
利
用
時
間
（
予
定
）
は
、

16
時
～
21
時
で
す
。

無
料
駐
車
場

太
平
次
公
園
、
丹
波
小
学
校
北

側
校
庭
、
市
役
所
指
宿
庁
舎

※
会
場
周
辺
は
、
駐
車
場
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。
公
共
の
交
通
機

関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
温
泉
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
市
青
年
振
興
連
絡
協
議
会

事
務
局
内
）

☎
㉒
５
５
５
０

※
平
日
10
時
～
17
時

今年はみこし渡御に「お囃
はやし

子屋台」が登場

10
月
27
日（
土
）の
催
し

10
月
28
日（
日
）の
催
し

　豊富な温泉の恵みに感謝する、「第65回指宿温泉祭」が、10月27日（土）～28日（日）に、湯権
現神社およびセントラルパーク指宿周辺で開催されます。
　今年は、浜崎太平次像建立15周年を記念して、みこし渡御のコースを太平次公園まで延長
して開催されます。

■開催日　10月28日（日）
■開催場所　セントラルパーク指宿周辺
■申込締切日　10月12日（金）
申し込み・問い合わせ先
　スパリンピック2012指宿大会実行委員会　☎㉒3253

スパリンピック２０１２指宿大会
同時開催

第65回

■運行路線および時間（停留所以外は停車しません）
往　路 復　路

開聞支所 17：00 指宿駅 21：00
松原田 17：02 国立病院前 21：07
濵田医院前 17：06 山川駅 21：10
大円寺前 17：07 山川支所 21：15
川尻西 17：08 山川桟橋 21：17
川尻校前 17：08 成川区民センター 21：24
川尻東 17：09 前原 21：25
西徳光 17：15 大成校前 21：29
徳光 17：16 鰻入口 21：30
徳光公民館 17：16 小川バイパス 21：31
浜児ヶ水 17：18 大山駅 21：33
高尾 17：18 高尾 21：35
大山駅 17：20 浜児ヶ水 21：35
小川バイパス 17：22 徳光公民館 21：37
鰻入口 17：23 徳光 21：37
大成校前 17：24 西徳光 21：38
前原 17：28 川尻東 21：44
成川区民センター 17：29 川尻校前 21：45
山川桟橋 17：36 川尻西 21：45
山川支所 17：38 大円寺前 21：46
山川駅 17：43 濵田医院前 21：47
国立病院前 17：46 松原田 21：51
指宿駅 17：53 開聞支所 21：53

10広報いぶすき　10月号2012.10　No.82ⅠBUSUKⅠ11



　

「
ほ
ぜ
祭
り
」
と
は
、
古
く
か

ら
各
地
の
神
社
に
伝
わ
る
秋
祭
り

の
こ
と
で
、
秋
の
実
り
に
感
謝
の

意
を
表
し
、
演
芸
や
相
撲
大
会
、

稚
児
行
列
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

開
聞
岳
を
御
神
体
と
す
る
枚
聞

神
社
の
ほ
ぜ
祭
り
は
、「
ケ
モ
ン
の

ホ
ゼ
」
と
も
呼
ば
れ
、
昔
か
ら
近

隣
に
知
ら
れ
た
一
大
行
事
で
す
。

　

現
在
も
10
月
14
日
か
ら
16
日
ま

で
の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
毎
年
た

く
さ
ん
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。

　

境
内
の
周
辺
に
は
、
た
く
さ
ん

の
露
天
や
出
店
が
並
び
、
日
用
品

や
竹
製
品
、
苗
物
や
農
具
な
ど
が

売
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
ほ
ぜ
祭
り

で
買
っ
た
農
具
は
、
怪け

が我
を
し
な

い
縁
起
物
と
し
て
、
人
気
が
高
い

そ
う
で
す
。

　

こ
の
ほ
ぜ
祭
り
で
は
毎
年
、
前

夜
祭
と
本
大
祭
で
神
舞
が
奉
納
さ

れ
て
い
ま
す
。

前
夜
祭
の
神
舞

　

四
方
に
竹
を
立
て
、
し
め
縄
を

張
っ
た
神
聖
な
「
舞
台
」
が
境
内

の
一
角
に
設
け
ら
れ
、
か
が
り
火

の
炎
が
揺
ら
ぐ
厳
か
な
雰
囲
気
の

中
、
神
舞
は
始
ま
り
ま
す
。

　

本
来
、
神
舞
は
33
の
演
目
が
あ

り
、
か
つ
て
は
一
晩
か
け
て
舞
わ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
そ

の
内
の
、
剣
之
舞
、
南
方
之
舞
、

中
央
之
舞
、
天あ

め
の
う
ず
め
の
み
こ
と

鈿
女
命
之
舞
、
浦

安
之
舞
（
鈴
と
扇
）
の
６
つ
の
演

目
が
受
け
継
が
れ
奉
納
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

剣
之
舞
と
浦
安
之
舞
は
、
素
顔

の
ま
ま
で
踊
り
ま
す
が
、
他
の
舞

は
神
楽
面
を
付
け
て
踊
り
ま
す
。

神
社
に
は
、
24
枚
の
神
楽
面
が
残

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
衣
装
も
江
戸

時
代
の
装
束
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
神
舞
は
２
０
０
年
以

上
続
い
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ

ま
す
。

　

神
舞
を
舞
う
の
は
、
青
年
団
を

中
心
と
し
た
市
内
の
有
志
ら
男
女

12
人
。
剣
之
舞
、
南
方
之
舞
、
中

央
之
舞
、
天
鈿
女
命
之
舞
は
、
い

ず
れ
も
男
性
が
１
人
で
舞
い
、
浦

安
之
舞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
４
人
の
女

性
が
巫み

こ女
装
束
で
舞
い
ま
す
。
団

員
ら
は
９
月
か
ら
神
社
に
集
ま
り
、

夜
遅
く
ま
で
練
習
を
続
け
本
番
に

備
え
ま
す
。

　

優
雅
で
あ
り
つ
つ
も
、
ど
こ
か

鬼
気
迫
る
舞
に
思
わ
ず
引
き
込
ま

れ
る
、
不
思
議
な
魅
力
に
満
ち
た

神
舞
を
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

五
穀
豊

ほ
う
じ
ょ
う穣

に
感
謝
し

　

受
け
継
が
れ
る
神か

ん

ま

い舞

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
77

報
恩

謝
徳

　

そ
の
季
節
や
時
季
に
ふ
さ
わ
し

い
風
の
こ
と
を
「
時
津
風
」
と
い

い
ま
す
。

「
四
海
波
静
か
に
て
、
国
も
治
ま

る
　
時
つ
風
…
」

　

ご
存
じ
の
謡
曲
・
高
砂
に
あ
る

一
文
で
す
。「
時
津
海
」
と
い
う
名

も
耳
に
す
る
言
葉
で
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、相
撲
部
屋
の「
時

津
風
」、し
こ
名
「
時
津
海
（
と
き

つ
う
み
）」は
本
来
、
順
風
を
表
し

響
き
も
よ
く
人
々
に
好
ま
れ
る
縁

起
の
よ
い
名
の
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
10
月
「
神
無
月
」。

神
話
に
始
ま
る
わ
が
国
土
は
、
開

発
に
傷
つ
き
な
が
ら
も
、
今
、
経

済
繁
栄
を
誇
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
と
こ
ろ
国
情
は
荒
れ
気
味
で
す
。

　

風
雲
急
を
告
げ
、
政
局
も
ど
こ

か
秋
風
の
寂
し
さ
を
漂
わ
せ
、
華

の
な
い
「
色
な
き
風
」
が
吹
い
て

い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

　

秋
の
山
を
彩
る
紅
葉
は
、
鮮
明

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
周
囲
と
の
調

和
が
難
し
く
、
時
と
し
て
見
る
人

を
疲
れ
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

色
な
き
風
の
国
は
、
い
わ
ば
癒
や

し
系
で
順
風
と
考
え
る
の
は
浅せ

ん
ぱ
く薄

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

「
森
を
歩

き
、
草
地
に

シ
ー
ト
を
広

げ
、
木
漏
れ
日
の
中
で
弁
当
を
食

べ
て
い
る
。
お
し
ゃ
べ
り
を
し
、

寝
転
が
っ
て
空
を
眺
め
、
本
を
読

み
、
し
ば
し
ま
ど
ろ
む
。」想
像
す

る
だ
け
で
、
い
か
に
も
爽そ
う
か
い快

で
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
そ
う
で
す
。

　

庭
の
柿
も
、
い
よ
い
よ
色
づ
き

始
め
ま
し
た
。
何
と
な
く
眺
め
て

い
た
ら
、
ヒ
ヨ
ド
リ
だ
ろ
う
か
鳥

が
一
羽
枝
に
と
ま
り
、
器
用
に
実

を
つ
つ
い
て
い
ま
す
。

　

柿
は
す
べ
て
を
と
ら
ず
、
少
し

の
実
を
残
す
の
が
古
く
か
ら
の
教

え
だ
と
か
。「
鳥
の
た
め
」
と
も
言

う
よ
う
で
す
が
、
来
年
も
た
く
さ

ん
の
実
を
つ
け
て
く
れ
る
よ
う
に

と
の
柿
の
木
へ
の
感
謝
と
祈
り
が

込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
木き

守ま
も
りと
か
木き

も
り
が
き

守
柿
と
か
い
い
ま
す
。

い
か
に
も
日
本
的
で
美
し
い
言
葉

で
す
。

　

自
然
へ
の
敬
意
と
人
の
つ
つ
し

み
が
似
合
う
10
月
「
神
無
月
」
で

す
。

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男 色づく柿の実

多くの客でにぎわう境内

優雅に舞う南方之舞

鹿児島郷土料理

芋だんご

ゆ
っ
く
り
　
ゆ
っ
た
り
　
温
泉
め
ぐ
り

　

地
名
の
由
来
が
「
湯
豊
宿
」
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
、
温
泉
の
湧
出
が

豊
か
な
指
宿
市
。
昨
年
の
九
州
新

幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線
開
業
や

観
光
特
急
「
指
宿
の
た
ま
て
箱
」

の
運
行
に
よ
り
、
多
く
の
観
光
客

が
本
市
を
訪
れ
、
温
泉
を
堪
能
し

て
い
ま
す
。

　

指
宿
と
い
え
ば
、
一
般
的
に
砂

む
し
温
泉
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
島
津
藩
主

が
訪
れ
た
「
殿
様
湯
」
や
幕
末
の

偉
人
、
西
郷
隆
盛
が
湯
治
を
し
た

「
鰻
温
泉
」、昔
か
ら
地
区
の
住
民

で
管
理
運
営
を
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
た
「
浜
児
ヶ
水
温
泉
」、「
徳

光
温
泉
」
な
ど
、
歴
史
が
あ
り
、

地
域
の
人
々
に
昔
か
ら
愛
さ
れ
て

い
る
温
泉
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
魅
力
あ
る
温
泉
を
、

よ
り
多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
も

ら
う
た
め
、
市
は
今
年
度
か
ら
、

「
指
宿
湯
め
ぐ
り
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

「
指
宿
湯
め
ぐ
り
事
業
」
と
は
、

観
光
案
内
所
な
ど
に
設
置
し
て
い

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
と
に
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
方
式
で
市
内
の
浴

場
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
企

画
で
す
。

　

温
泉
浴
場
で
ス
タ
ン
プ
を
押
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
協
賛
店
舗
独

自
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
専
用
の
桶お

け

を

販
売
し
、
購
入
し
た
人
は
、
入
浴

料
割
引
な
ど
の
優
待
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
す
べ

て
の
温
泉
を
期
間
内
に
制
覇
し
た

人
に
は
、
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
お
気
に

入
り
の
温
泉
を
、
遠
方
の
親
戚せ

き

や

友
人
な
ど
に
、
紹
介
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
管
理
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
３
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て 
⑰

観
光
シ
リ
ー
ズ

【作り方】
　①　サツマイモは皮をむき、適当な大きさに切って水にさらす。
　②　イモを蒸し器で蒸して、熱いうちにつぶす。
　③　②に餅粉、小麦粉、ざらめ、塩を入れてよくこねる。
　④　さねんの葉に丸めて包み（200～230ｇぐらい）、蒸し器で40分蒸す。
　　　※ひと口大（60ｇぐらい）にした場合は、10～15分蒸す。

問い合わせ先　農政課食のＰＲ係　☎㉒2111（内線711）

時
津
風（
と
き
つ
か
ぜ
）

鰻温泉

今月のレシピ紹介者
食生活改善推進員の
村山陽子さん（左）
大岩本ひとみさん

い ま が 旬 レ シ ピ

【９月～11月】
　主食の代わりにもな
るほど栄養があり、食
物繊維やビタミンＣも
豊富。美容効果も期待
できます。

サツマイモ

今月の食材

【材料】

サツマイモ　　　１㎏
餅粉　　　　　 250ｇ
小麦粉　　　　　 75ｇ
ざらめ　　　　  325ｇ
塩　　　　　　　 ２ｇ
さねんの葉　　　適量

※約８本分の分量です
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ズームアップ いぶすき

　８月21日、九州地区高等学校生徒商業研究発表会
が佐賀市で行われ、指宿商業高校が優秀賞を受賞し
ました。株式会社「指商」の設立までの経緯や、東
日本大震災の被災地支援などを発表し、高く評価さ
れたものです。同校は、11月に徳島県で行われる全
国大会に出場します。福永真子さん（十石）は、「九
州大会で結果を残せてうれしい。全国大会でも、上
位入賞を目指して頑張りたい」と話しました。

　昭和51年４月から平成19年３月までの30年６カ月、
川尻郵便局長として勤務してきました。１番の思い
出は、当時の小泉内閣が行政改革の本丸として掲げ
た「郵政民営化」です。国への陳情や東京でのデモ
行進に参加したことを思い出します。長年に渡り職
務を遂行できたのも、地域の皆さんのおかげと感謝
しています。今後は川尻公民館館長として、地域発
展のために寄与していきたいと思います。

社 会貢献の取り組み評価 郵 政功労で瑞宝双光章
指商生が九州大会で優秀賞 濵上隆一さん（松原）

全国大会に向け意欲を燃やす生徒たち 今後も地域活動に意欲的な濵上さん

　８月23日、下吹越地区子ども会の30人が、地区内
に海抜表示の看板11枚を設置しました。海抜が書か
れた手作りの看板は、子どもたちが個性を生かして
ペイント。海抜は独自で計測しており、子どもたち
は自分の住む地域を再確認し、防災意識を高めまし
た。魚見小６年の久保朋さんは、「津波がきた時、自
分たちが作った看板を見て１人でも多くの人が避難
してくれたらうれしい」と話しました。

　８月７日、東京で「第41回全国消防救助技術大会」
があり、県代表として指宿地区消防組合山川・開聞
分遣所の岡元大輔さん（迫北）と池堂将昭さん（弥
次ヶ湯）が「ロープ応用登はん」の部に出場しまし
た。地上15メートルの到達点まで２人で協力し器具
を使わずにロープのみで登り、その安全確実性と所
要時間を競い合います。全国から予選を勝ち抜いた
51チームが参加し、２人は見事５位に入賞しました。

地 域の防災意識高める 日 々の訓練成果を発揮
子どもたちが海抜看板を設置 岡元・池堂ペアが全国大会で入賞

避難する時の目印に 入賞した岡元さん（左）と池堂さん

鍵を型どった目録を手渡す松元常務（右） 勇退後も消防団の充実を願う東川さん

　全国共済連とＪＡいぶすきから交通事故対策支援
として、交通安全指導車１台と寄付金213万円が本
市へ寄贈されました。８月17日、ＪＡいぶすきの松
元孝也常務らが市役所を訪れ、指宿庁舎玄関前で贈
呈式が行われました。本市では昨年度262件もの交
通事故が発生しています。松元常務は、「安心・安全
で事故のない地域社会づくりのため有効に活用して
ください」とあいさつしました。

　旧開聞町時代の昭和45年４月の入団から合併後の
平成20年の３月まで、消防団員として通算38年、内
20年間は消防団長として務めてきました。また、退
団後も後援会会長を務め、今年で４年目になります。
今回、栄えある章を受章できたのも、また、長年務
めてこられたのも、家族をはじめ地域の皆さんのお
かげと感謝しています。今後も健康に留意しながら、
地域の皆さんへ恩返しをしていきたいと思います。

事 故のないまちづくりを 消 防功労で瑞宝双光章
ＪＡいぶすきらが公用車を贈呈 東川勝一さん（田中）

笑顔で交流する児童たち 写真を使ってイギリスを紹介するハナさん

　８月22日、福島県の川内村から30人の児童らが魚
見小を訪れました。川内村は福島第一原発から30㎞
圏内にあり、震災後、全村避難を行った村です。両
校の児童らは、校歌の披露や意見交換などを行い、
交流を深めました。５年生の坂口明日香さん（五郎
ヶ岡）は、「地震はとても怖いと思った。川内小のた
めにも節電や節水を心掛けていきたい。まだまだ大
変だと思うけど頑張ってほしい」と話しました。

　市の新しいＡＬＴ（外国語指導助手）にヘデガー
ド・ハナさん（イギリス・ノリッチ出身、23歳）が
着任しました。納豆とたこ焼きと旅行が大好きなハ
ナさん。「指宿の人は優しくて、子どもたちもかわい
いです。海が近くて開聞岳や長崎鼻など自然も美し
いところ。サークルやスポーツ活動を通じて、たく
さんの人たちとの触れ合いも大切にしたい」と抱負
を語ってくれました。

震 災に負けず、元気に交流 楽 しく英語を学びましょう
福島の子どもたちが来指 新ＡＬＴが着任
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　８月25日、ＪＲ指宿駅前広場で商工会議所商店街
活性化部会と４つの商店街が主催し、「まちなかビア
ガーデンin指宿」が初めて行われました。「指宿のグ
ルメを食べつくせ」をテーマに、市内18の飲食店が
料理を出品。広場には、市民ら約300人が訪れ、地
元の料理などを味わいました。また、ギターの弾き
語りや演歌ショー、抽選会も行われ、参加者らは屋
外の開放感を感じながら酔いしれていました。

指宿駅前に多くの市民らが集う

ビ ールを飲んで夕涼み
まちなかビアガーデンが開催

　９月５日、鹿児島市で「鹿児島県くらし安全・安
心県民大会」が行われ、新吉一秀さん（入野）と川
尻地域安全パトロール隊（濵上隆一代表）の皆さん
が防犯功労者として表彰されました。新吉さんは、
開聞防犯パトロール隊の会長として先頭に立ち、防
犯や交通安全の活動などを、また、川尻地域安全パ
トロール隊は、青パト３台を導入し、昼夜の防犯活
動や地域の声掛け活動などが評価されました。

川尻地域安全パトロール隊のメンバーら

地 域の安全を見守る
防犯功労者が表彰

まちの話題

　（株）常盤建設（尾辻義治代表取締役）が、指宿地
区交通安全協会前に、交通安全を呼び掛ける看板を
設置しました。同社は会社を挙げて交通安全活動に
取り組んでおり、看板には、飲酒運転の根絶などの
スローガンが両面に書かれています。８月29日、同
協会内で常盤建設に対し、看板寄贈の表彰式が行わ
れました。尾辻さんは、「市民が看板を見て、事故防
止の啓発になればうれしい」と話しました。

安 全運転を心掛けて
常盤建設が看板寄贈

反射材が使われている看板

　９月８日、南大隅町川北子ども会の児童ら33人が
丹波小を訪れ、子ども交流会が行われました。今年
３月に大牟礼地区の子ども会が、川北地区にお別れ
遠足で訪れたのをきっかけに交流がスタート。両校
の児童らは、指宿の歴史などを学んだあと、ドッジ
ビーや食事会をして楽しみました。丹波小４年の重
松大翔さん（大牟礼東）は、「今後もスポーツなど対
戦して、交流を深めていきたい」と話しました。

南 大隅との架け橋に
南大隅町の児童らと交流

ドッジビーで交流を深める児童たち

Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　９月９日、指宿の砂浜再生などを目指す指宿港海
岸保全推進協議会（山下建二会長）が、「第２回砂む
しカップビーチバレー大会」を旅館吟松下の海岸で
開催しました。選手や応援する人など、33チーム約
400人が集まりました。選手は、慣れない砂浜で足
を取られながらも白熱したプレーを繰り広げました。
また、朝フラやカヌーなどの体験教室も行われ、参
加者らは指宿の海辺を満喫しました。

砂 の上で熱い戦い
ビーチバレー大会が開催

砂浜で全力ジャンプ

　９月９日の救急の日に、開聞運動場で指宿市救急防災訓練が実施され
ました。市や地区消防組合、警察、医療機関、開聞十町区の自主防災組
織など約300人が参加した今回の訓練では、十町地内に竜巻が発生した
ことを想定。地域の自主防災組織の初動訓練と、関係機関が連携を取り
ながら一緒に行動する合同訓練が取り入れられました。消防や医療機関
などが一緒に行動することで、倒壊した家屋等に取り残された負傷者を、
より迅速に救出できることなどが確認できました。災害対策本部長の豊
留市長は、「訓練で得た成果と課題を持ち寄り、緊急時に備えるための訓
練をより一層充実してほしい」と呼び掛けました。また、農村環境改善
センターでは、池田診療所の宮田敬博院長が「トリアージとは？」と題
した救急医療県民講座も行われました。

被 害を最小限に食い止める
救急防災訓練で災害に備える

気の合う仲間同士でカンパーイ

　９月８日、市内の農家や飲食店主らでつくる
「J

ジ ョ イ リ ン ク

oylinkいぶすき」が、昔のにぎわいを取り戻した
いと、ＪＲ指宿駅周辺の複数の飲食店を飲み歩く「ち
っと呑みにさるっがほい」を開催しました。参加者
は３枚つづりのチケットを購入し、１枚で各店舗の
自慢の料理とワンドリンクと引き換え。女子会や職
場の同僚ら約220人が、ほろ酔い気分で店舗を渡り
歩き、食べ比べ、飲み比べを楽しみました。

今 夜は、はしご酒もOK
ちっと呑

の

みにさるっがほいが開催

倒壊した家屋を想定した救助訓練救助者を担架で運ぶ消防団 現場の状況を説明する消防隊員

新吉一秀さん（中央）

転倒車から救助するレスキュー隊
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2012

2012

　

木
市
振
興
会
で
は
、
果
物
か
ら

草
花
の
苗
木
ま
で
た
く
さ
ん
取
り

そ
ろ
え
、
秋
の
木
市
を
開
催
し
ま

す
。
家
族
連
れ
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

10
月
13
日（
土
）～
22
日

　
（
月
）

■
時
間　

８
時
30
分
～
17
時

■
場
所　

弥
次
ヶ
湯
温
泉
駐
車
場

隣
り

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
３
）

　

縄
文
の
森
を
つ
く
ろ
う
会
で
は
、

揖
宿
神
社
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
20
日（
土
）18
時
～

20
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

■
場
所　

揖
宿
神
社
境
内
奥
「
て

ん
ち
の
杜
」

※
駐
車
場
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

無
料

■
出
演　

揖
宿
神
社
神
楽
、
湯
豊

太
鼓
、市
内
の
音
楽
活
動
家（
日

本
の
詩
歌
）
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先

揖
宿
神
社　

☎
㉒
４
０
５
２

催
し

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

秋
の
木
市

情報掲示板

西田聖志郎さん（中央左）

外薗文子さん（中央）

まちの話題

　平成22年に公開された映画「半次郎」で、西郷隆盛役として出演し、愛知県で人材紹介・派遣会社「Man to 
Man株式会社」の代表取締役として活躍される田中正次さん（開聞田中出身）が観光大使に任命されました。
９月８日、市長室で任命式が行われ、委嘱状と観光ＰＲ用の名刺が市長から手渡されました。田中さんは、「指
宿発展のために一生懸命に尽力して、地域の皆さんが幸せになるように、微力ではありますが努力をさせてい
ただきます」と抱負を語りました。また、９月11日には、大河ドラマ「翔ぶが如く」や「篤姫」をはじめ、多
くの映画やドラマ、舞台に出演し、作品中の方言指導も行う俳優の西田聖志郎さんが観光大使に任命されまし
た。指宿庁舎ロビーで任命式が行われ、西田さんは、「俳優や企画という仕事を通して、指宿を日本に留まらず、
世界に発信してお役に立てるよう頑張りたい」と抱負を述べました。市では、本市にゆかりがあり、県外で活
躍している13人を指宿観光大使に任命し、指宿の魅力をＰＲしたいと考えています。

指 宿の名を全国へ
指宿観光大使に任命

田中正次さん（中央右）

　東屋敷シヅエさん（南十町）が８月29日に、外薗文子さん（町２区西）が９月10日に満100歳を迎えました。
市と市社会福祉協議会は２人にそれぞれ祝い金と記念品を贈り、長寿を祝いました。
　東屋敷さんは現在、指宿さがら病院で過ごしています。長寿の秘けつを尋ねると、「昔から、よく歩いていた
こと、少食で良く体を動かしていたこと、毎日散歩や趣味の手芸を楽しんでいたことでしょうか。」（東屋敷さ
んの親族）と話してくれました｡
　外薗さんは現在、自宅で元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ねると、「昔、いろいろと苦労してきたか
ら、体が丈夫になったこと、周りの人たちが親切にしてくれて高齢者を大切にしてもらえることでしょうか。」
（外薗さんの親族）と話してくれました｡いつまでも元気で長生きしてください。

い つまでも長生きで
100歳長寿を祝う

東屋敷シヅエさん（前列左４人目）

　

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
日
ご

ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
10
月
と

11
月
の
２
カ
月
間
を
「
お
客
様
感

謝
フ
ェ
ア
」
と
し
て
、
露
天
風
呂

入
浴
割
引
を
実
施
し
ま
す
。

　

左
の
入
浴
割
引
券
を
切
り
取
り
、

受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

開
聞
岳
の
す
そ
野
に
沈
む
夕
日

を
堪
能
し
な
が
ら
、
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

■
営
業
時
間

露
天
風
呂　

９
時
30
分
～
19
時

30
分
（
休
館
日
・
木
曜
日
）

問
い
合
わ
せ
先

○
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド

　

☎
㉗
６
９
６
６

○
露
天
風
呂
「
た
ま
て
箱
温
泉
」

　

☎
㉟
３
５
７
７お客様感謝フェア
サービス期間

ヘルシーランド露天風呂
　 〜たまて箱温泉〜

　 ヘルシーランド露天風呂〜たまて箱温泉〜

露天風呂入浴割引券（10月分）
○毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）は休館日です。
※露天風呂は、偶数日が男性「和風」、女性「洋風」、奇数日は逆に
なります。
○大人は330円、子どもは200円で入浴できます。
○本券１枚で５名様まで割引入浴できます。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー・印刷不可）。

○毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）は休館日です。
※露天風呂は、偶数日が男性「和風」、女性「洋風」、奇数日は逆に
なります。
○大人は330円、子どもは200円で入浴できます。
○本券１枚で５名様まで割引入浴できます。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー・印刷不可）。

有効期間  平成24年10月１日(月)〜31日(水)

　 ヘルシーランド露天風呂〜たまて箱温泉〜

露天風呂入浴割引券（11月分）
有効期間  平成24年11月１日(木)〜30日(金)

きりとり線

きりとり線

きりとり線

き
り
と
り
線

■日時　10月14日（日）
○開場13：30　○開演14：00 
■場所　開聞中学校体育館
■入場料　無料
■演奏曲目　You Raise Me Up、海峡を

わたる風、津軽海峡冬景色、はとポッ
ポの世界旅行、ほか

問い合わせ先　開聞中学校　☎㉜2019

 開聞中吹奏楽部
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情報掲示板 Information

ま
な
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

「
松
尾
城
」
の
謎
に
迫
る
！

　

宮
ヶ
浜
の
海
岸
線
沿
い
に
あ
る

「
松
尾
城
」
は
、
鎌
倉
時
代
に
自

然
の
地
形
を
利
用
し
て
造
ら
れ
た

山
城
で
す
。
近
年
の
調
査
で
は
、

想
像
を
越
す
広
さ
で
、
当
時
の
堀

や
土ど

る
い塁
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

な
ぜ
「
松
尾
城
」
が
こ
の
場
所

に
造
ら
れ
、
多
く
の
武
将
が
取
り

合
い
の
合
戦
を
し
た
の
か
謎
に
迫

り
ま
す
。

■
日
時　

10
月
20
日（
土
）13
時
30

分
～
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
演
題　

「
今
解
き
明
か
さ
れ
る

松
尾
城
の
謎
」　

■
講
師　

三
木
靖
氏
（
鹿
児
島
大

学
名
誉
教
授
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

　

縄
文
の
森
を
つ
く
ろ
う
会
で
は
、

揖
宿
神
社
の
樹
木
に
名
札
を
付
け

た
り
、
巣
箱
を
作
っ
た
り
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
20
日（
土
）13
時
～

■
場
所　

揖
宿
神
社
境
内
奥
「
て

ん
ち
の
杜
」

■
内
容

○
樹
木
に
名
札
付
け

○
巣
箱
作
り

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

親
子
20
組
程
度

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
縄
文
の
森
を
つ
く

ろ
う
会　

今
村
俊
一

☎
㉒
４
２
５
５

■
期
日　

10
月
21
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
集
合　

10
時
30
分
ま
で
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
森
（
市
営
陸
上

競
技
場
横
）

■
終
了　

13
時
30
分
（
予
定
）

■
距
離　

約
10
㎞

■
参
加
料　

２
，０
０
０
円

※
昼
食
代
、
湯
茶
代
等
含
む

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

名
札
付
け
・

巣
箱
作
り
の
参
加
者

募
集

手
帳
の
な
い
人
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。）

③
写
真
１
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

を
、
入
校
願
書
に
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
入
校
願
書
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
、
鹿
児
島
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
に
あ
り
ま
す
。

■
選
考
方
法　

面
接

○
日
時　

11
月
19
日（
月
）10
時

○
場
所　

学
校
法
人
赤
塚
学
園

■
そ
の
他

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
斡あ

っ
せ
ん旋

を
受
け
た
人
で
、
雇
用
保
険
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
訓
練
期
間
中

も
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
雇
用
保
険
を
受
給
し
て

い
な
い
人
は
、
職
業
訓
練
受
講
給

付
金
ま
た
は
職
業
訓
練
助
成
金
が

支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

　

☎
㉒
４
１
３
５

○
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校

　

☎
０
９
９
６-

４
４-

２
２
０
６

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
障
害
者
委
託
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
訓
練
内
容

○
ワ
ー
プ
ロ
（
ワ
ー
ド
）、表
計
算

（
エ
ク
セ
ル
）
初
級
程
度

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
メ
ー
ル
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

■
定
員　

10
人

■
訓
練
期
間　

12
月
18
日（
火
）～

平
成
25
年
３
月
11
日（
月
）

■
授
業
料　

無
料

■
対
象
者　

身
体
に
障
害
を
持
つ

人
で
、
早
期
の
就
職
や
復
職
を

目
指
す
人
（
身
体
以
外
で
障
害

を
持
つ
人
は
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。）

■
募
集
期
間　

10
月
２
日（
火
）～

10
月
30
日（
火
）

■
願
書
提
出
先
お
よ
び
提
出
書
類

○
願
書
提
出
先
（
最
寄
り
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。）

○
提
出
書
類

①
入
校
願
書

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
（
手

続
き
中
の
人
は
申
請
書
の
写
し
、

障
害
者
委
託
訓
練
生

■
申
込
締
切
日　

10
月
16
日（
火
）

17
時
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

☎
㉒
３
２
５
２

■
日
時　

11
月
10
日（
土
）18
時
～

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
社
会
人

■
登
録
料　

年
間
１
人
５
０
０
円

※
今
年
度
、
未
登
録
者
の
み
必
要

で
す
。

■
ル
ー
ル　

４
人
制

■
申
込
締
切
日　

11
月
５
日（
月
）

17
時
ま
で

申
し
込
み
先

指
宿
総
合
体
育
館

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

会
長　

新
山
冨
貴
子

☎
㉔
４
５
０
１

　

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
で
は
、

10
月
26
日
を
「
天
然
砂
風
呂
（
天て

ん

風ぶ

ろ呂
）
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
温
泉
の
恵
み
と
日
ご

ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
10
月
26

日
を
含
む
１
週
間
を
「
砂
む
し
感

謝
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
と
し
て
、
砂
む
し

温
泉
入
浴
の
割
引
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

10
月
22
日（
月
）～
28
日（
日
）

■
受
付
時
間

○
８
時
30
分
～
12
時

○
13
時
～
20
時
30
分

■
入
浴
割
引
の
利
用

○
右
の
入
浴
割
引
券
を
切
り
取
り
、

受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
大
人
・
小
人
と
も
、
４
０
０
円

で
５
人
ま
で
割
引
料
金
と
な
り

ま
す
。

※
タ
オ
ル
は
、
別
料
金
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
他
の
割
引
料
金
と

の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
夕
方
や
土
・
日
曜
日
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」

　

☎
㉓
３
９
０
０

○
観
光
課
観
光
管
理
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
３
）

10月26日は「天然砂風呂の日」

きりとり線

きりとり線

砂むし会館「砂楽」
砂むし入浴割引券
○大人・小人とも400円で入浴できます。
※タオル代は別料金となります。
○本券１枚で５名様まで割引料金となります。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー・印刷不可）。

有効期間　平成24年10月22日（月）～28日（日）
夕方や土・日は混雑が
予想されますので、時
間に余裕を持ってお越
しください。

き
り
と
り
線

秋
色
お
楽
し
み

グ
ル
メ
ス
ペ
シ
ャ
ル

ウ
オ
ー
ク

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

　黄色のじゅうたんを広げたような一面の菜の花畑
や沿道の応援は、多くのランナーを感動させてくれ
ます。
　あなたもおもてなし日本一のマラソン大会に参加
してみませんか。皆さんの参加を心待ちにしていま
す。

■会場　いぶすき菜の花マラソン大会コース
■種目　フルマラソン（42.195㎞陸連公認コース）
■参加資格　19歳以上
■参加料　4,500円
■申込締切日　11月30日（金）当日消印有効

申し込み・問い合わせ先
〒891-0405　指宿市湊２-５-33
いぶすき菜の花マラソン大会実行委員会（指宿
市観光協会内）　☎㉒2550

　美しい開聞岳や長崎鼻、菜の花満開の池田湖など、
早春の指宿路を楽しみながら、家族や友人と一緒に
歩いてみませんか。

■日程
《開聞コース》
○１月26日（土）　40㎞・25㎞・12㎞コース
《指宿コース》
○１月27日（日）　30㎞・20㎞・10㎞・５㎞コース
■参加料　一般2,000円、高校生以下1,000円、市内

中学生以下無料
■申込締切日　12月25日（火）
※締め切り後も受け付けますが、大会パンフレット

の名簿には記載されません。
※当日も受け付けますが、大会記念品はありません。

申し込み・問い合わせ先
〒891-0405　指宿市湊２-５-33
いぶすき菜の花マーチ実行委員会（指宿市観光協
会内）　☎㉒5519

第32回いぶすき菜の花マラソン大会
平成25年１月13日（日）開催

第21回いぶすき菜の花マーチ
平成25年１月26日（土）・27日（日）開催
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土
地
は
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ

た
貴
重
な
資
源
で
す
。
将
来
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
、
明
日
の
豊
か

な
暮
ら
し
の
た
め
に
も
土
地
の
有

効
活
用
が
大
切
で
す
。

　

国
土
利
用
計
画
法
と
、
公
有
地

の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
で

は
、
乱
開
発
や
無
秩
序
な
土
地
利

用
を
防
止
し
、
秩
序
あ
る
整
備
を

促
進
す
る
た
め
、
一
定
面
積
以
上

の
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
出
制
を

設
け
て
い
ま
す
。

国
土
利
用
計
画
法

■
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引

売
買
や
交
換
、
代
物
弁
済
な
ど

で
、
次
に
該
当
す
る
も
の

都
市
計
画
区
域
内

　

５
，０
０
０
㎡
以
上

都
市
計
画
区
域
外

　

１
０
，０
０
０
㎡
以
上

※
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
て

も
、
合
計
で
一
定
面
積
以
上
と

な
る
場
合
に
は
届
出
が
必
要
で

す
。

■
届
出
者

土
地
の
権
利
取
得
者
（
買
い
主
）

■
届
出
期
限

契
約
締
結
日
（
予
約
を
含
む
）

か
ら
２
週
間
以
内

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る

法
律

■
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引

土
地
の
有
償
譲
渡
で
、
次
に
該

当
す
る
も
の

都
市
計
画
区
域
内

①
道
路
、
都
市
公
園
、
河
川
な
ど

の
予
定
地
で
２
０
０
㎡
以
上

②
そ
れ
以
外
で
１
０
，０
０
０
㎡
以

上
都
市
計
画
区
域
外

　

届
け
出
は
不
要
で
す
。

■
届
出
者

土
地
の
権
利
譲
渡
者
（
売
り
主
）

■
届
出
期
限

土
地
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
日

の
３
週
間
前
ま
で

※
い
ず
れ
も
、
届
け
出
を
し
な
い

と
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
総
合
調
整
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

■
そ
の
他

　

販
売
す
る
畜
産
・
園
芸
向
け
の

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
は
、
材
料
に

糖
蜜
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
黒

色
で
独
特
の
臭
い
が
あ
り
ま
す
。

掃
除
や
洗
濯
、
ペ
ッ
ト
の
に
お
い

消
し
な
ど
、
家
庭
で
使
用
す
る
場

合
は
、
糖
蜜
を
使
用
し
て
い
な
い

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
（
１
本
２
ℓ

入
り
４
８
０
円
）
を
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

会
長
・
伊
佐

☎
㉞
０
４
０
８

○
農
政
課
畜
産
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
６
）

　

日
本
百
名
山
の
１
つ
と
し
て
知

ら
れ
る
開
聞
岳
は
、
四
季
を
通
し

て
登
山
を
楽
し
め
る
南
薩
摩
を
代

表
す
る
山
で
す
。
開
聞
岳
ガ
イ
ド

ク
ラ
ブ
で
は
、
登
山
の
基
礎
知
識

や
山
野
草
、
野
鳥
の
生
態
に
つ
い

て
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日　

11
月
11
日（
日
）

※
雨
天
中
止

■
集
合　

８
時
ま
で
に
か
い
も
ん

山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
棟
前

■
終
了　

15
時
（
予
定
）

■
定
員　

20
人
程
度

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

11
月
５
日（
月
）

■
そ
の
他　

登
山
に
適
し
た
服
装
、

着
替
え
、
軽
食
、
飲
み
物
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

開
聞
岳
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
（
か
い

も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園
内
）

担
当　

西
元　

☎
㉜
５
５
６
６

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

で
は
、
畜
産
・
園
芸
向
け
に
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
を
製
造
・
販
売
し

て
い
ま
す
。

■
販
売
日
程

■
販
売
時
間　

10
時
～
14
時

■
場
所　

山
川
農
業
セ
ン
タ
ー

■
価
格

○
１
ℓ
当
た
り
10
円

○
１
人
１
０
０
ℓ
ま
で

※
容
器
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
で
き
る
だ
け
お
釣
り
が
要
ら
な

い
よ
う
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
購
入
の
条
件

○
市
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と

○
農
場
や
家
庭
菜
園
な
ど
使
用
場

所
が
市
内
で
あ
る
こ
と

　

行
政
相
談
が
、
次
の
日
程
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
暮
ら
し
の
中
で
、

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど

が
あ
れ
ば
、
こ
の
機
会
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、
中

立
・
公
正
な
立
場
で
助
言
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

巡
回
行
政
相
談

■
日
時　

10
月
15
日（
月
）10
時
～

12
時
、
13
時
～
15
時

■
場
所　

指
宿
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
■
担
当
委
員　

今
村
・
田
中
・
村

山

定
例
行
政
相
談

■
日
時　

10
月
18
日（
木
）～
20
日

　
（
土
）12
時
～
15
時

■
場
所　

開
聞
農
業
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー

■
担
当
委
員　

村
山

行
政
相
談
委
員

○
指
宿
地
区
担
当

　

今
村
新
作　

☎
㉓
４
２
８
５

○
山
川
地
区
担
当

　

田
中
誠
一　

☎
㉟
２
１
１
０

○
開
聞
地
区
担
当

　

村
山
陽
子　

☎
㉜
４
８
１
４

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

　

九
州
７
県
で
は
、
本
年
度
か
ら

新
た
に
、
県
民
、
事
業
者
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
、
ご
み
の
減
量

化
を
推
進
す
る
「
ご
み
ゼ
ロ
九
州

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

10
月
は
強
化
月
間
と
し
て
、
簡

易
包
装
商
品
や
リ
サ
イ
ク
ル
製
品

の
購
入
や
マ
イ
バ
ッ
グ
の
利
用
等
、

ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
、
現
在
の
大
量
生
産
や
大

量
消
費
、
大
量
廃
棄
型
の
社
会
活

動
を
見
直
し
、
ご
み
を
削
減
し
て

い
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と
転
換

し
て
い
く
必
要
性
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

10
月
１
日（
月
）～
31
日

　
（
水
）

問
い
合
わ
せ
先

県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

課☎
０
９
９-

２
８
６-

２
５
９
４

　

市
委
託
相
談
支
援
事
業
所
指
宿

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
心
に
病

を
抱
え
て
い
る
家
族
が
い
る
人
を

対
象
に
、
家
族
支
援
の
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
20
日（
土
）13
時
30

分
～
15
時

■
会
場　

指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

心
に
病
を
抱
え
る
家
族

が
い
る
人

■
内
容　

家
族
が
抱
え
る
悩
み
に

つ
い
て
の
相
談

問
い
合
わ
せ
先

○
市
委
託
相
談
支
援
事
業
所　

指

宿
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

　

☎
㉔
５
０
５
５

○
指
宿
保
健
所

　

☎
㉓
３
８
５
４

　

10
月
は
「
秋
の
農
作
業
事
故
ゼ

ロ
運
動
月
間
」
で
す
。

　

現
在
、
多
く
発
生
し
て
い
る
農

業
機
械
に
よ
る
農
作
業
事
故
を
防

ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
、

安
全
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
安
全
対
策
事
項

○
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
転
落
・
転

倒
事
故
防
止
の
た
め
、
危
険
箇

秋
の
開
聞
岳

登
山
研
修
会

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き

販
売
日
程

行
政
相
談
所

所
の
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

※
農
道
の
路
肩
・
側
溝
周
り
や
ほ

場
の
あ
ぜ
際
は
、
草
刈
り
を
行

い
目
視
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

○
作
業
は
計
画
的
に
行
い
、
定
期

的
に
休
憩
を
取
る
な
ど
無
理
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
作
業
中
の
災
害
に
備
え
、
労
災

保
険
等
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

※
労
災
保
険
に
つ
い
て
は
、
い
ぶ

す
き
農
業
協
同
組
合
の
本
所
総

務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

○
「
行
き
帰
り　

慣
れ
た
道
こ
そ

　

注
意
し
て
」

○
「
作
業
は
焦
ら
な
い　

慌
て
な

い　

無
理
を
し
な
い
」

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
振
興
係（
い

ぶ
す
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
２
３
）

家
族
支
援
の
会

秋
の
農
作
業
事
故

ゼ
ロ
運
動
月
間

ご
み
ゼ
ロ

九
州
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

情報掲示板 Information

お
知
ら
せ

販　売　日

10月 14日（日） ―

11月 ４日（日） 21日（水）

12月 ９日（日） ―

１月 13日（日） 30日（水）

２月 10日（日） ―

３月 10日（日） 27日（水）

10月は「土地月間」

　交通事故に関する損害調査、後遺障害の
等級認定、損害賠償額の精査、治療や後遺
症に関する不安や悩みなど、交通事故に関
するものすべての相談が可能です。なお、
相談は事前に予約した人を優先します。
■日時　10月20日（土）10：00～15：00
■場所　市民会館小会議室
予約・問い合わせ先
　ＮＰＯ法人交通事故被害者救済推進協会
　南薩地区担当　有田ムツミ
　☎099-345-1089
※常設の電話相談窓口
　月～金、９：00～16：00
　☎099-345-1089

交通事故無料相談
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人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　

　

現
在
、
市
で
は
、
関
係
機
関
の

協
力
の
も
と
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
・
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
の
侵
入
警

戒
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
も
再
発
防
止
に
協
力

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
内
で
は
、
平
成
18
年
に
ア
リ

モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
、
平
成
20
年
に

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
の
発
生
が
確
認
さ

れ
、
発
生
地
域
に
お
い
て
防
除
作

業
を
実
施
し
、
両
病
害
虫
の
え
さ

と
な
る
サ
ツ
マ
イ
モ
等
の
栽
培
を

禁
止
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
24
年

３
月
に
は
、
根
絶
が
確
認
さ
れ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
等
も
自
由
に
栽
培
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
再
発
す
る
と
、

サ
ツ
マ
イ
モ
等
の
栽
培
が
で
き
ず
、

甚
大
な
被
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
野
外
へ
の
放
置
や
、

捨
て
イ
モ
は
絶
対
に
や
め
て
、
次

の
点
に
注
意
し
て
、
処
分
や
保
管

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
処
分
方
法

生
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
切
れ
端
や

皮
等
は
、
加
熱
し
て
か
ら
家
庭

ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
生
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
庭
先
に
捨

　

て
る
と
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ

　

等
の
え
さ
と
な
り
、
発
生
し
た

　

場
合
、
被
害
が
拡
大
し
危
険
で

　

す
。

■
保
管
方
法

サ
ツ
マ
イ
モ
は
虫
が
入
ら
な
い

容
器
に
入
れ
て
、
な
る
べ
く
家

の
中
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

倉
庫
や
土
間
で
保
管
す
る
場
合

は
、
地
面
よ
り
も
一
段
高
く
し

て
置
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
虫
が
食
べ
た
跡
や
、
虫
が
付
い

　

て
い
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
見
付
け

　

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て

　

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
県
病
害
虫
防
除
所

　

☎
０
９
９

−

２
４
５

−

１
１
５
７

○
南
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課

　

指
宿
市
十
二
町
駐
在  

　

☎
㉒
６
４
２
２

○
農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

　

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
３
）

　

現
在
、
市
内
に
お
い
て
不
快
害

虫
で
あ
る
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス

デ
（
以
下
ヤ
ス
デ
）
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

ヤ
ス
デ
は
、
10
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
、
大
量
の
群
れ
で
移
動
し

た
り
、
壁
や
塀
を
よ
じ
登
っ
て
家

の
中
に
侵
入
し
た
り
し
ま
す
。

　

ヤ
ス
デ
の
ま
ん
延
防
止
と
駆
除

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
薬
剤
の
配
布
方
法

初
回
に
限
り
、
１
世
帯
１
袋（
約

１
２
０
㎡
散
布
可
能
）
を
上
限

に
薬
剤
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ

ス
デ
と
確
認
で
き
た
場
合
の
み

で
す
。

な
お
、
薬
剤
は
公
民
館
長
等
を

通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
５
）

■
利
用
時
間　

８
時
30
分
～
21
時

※
土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12 

　

月
28
日（
金
）～
平
成
25
年
１
月

　

３
日（
木
））
を
除
く
。

■
手
続
き
の
内
容　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

　

で
利
用
で
き
る
手
続
き
の
内
容

　

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
申
込
方
法　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
利
用
開
始
の

手
続
き
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
市
役
所
へ
の
届
け
出
や
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳

し
い
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.eltax.jp

問
い
合
わ
せ
先

○
法
人
市
民
税
・
個
人
市
・
県
民

　

税
に
つ
い
て

　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

○
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
に

　

つ
い
て

　

税
務
課
固
定
資
産
税
家
屋
係　

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
２
９
）

○
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人　

地
方
税
電
子

化
協
議
会

☎
０
５
７
０-

０
８
１
４
５
９

（
全
国
一
律
市
内
通
話
料
金
）

10
月
に
事
業
所
訪
問
を
実
施

　

市
・
県
民
税
（
個
人
）
の
納
付

方
法
に
特
別
徴
収
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
所
得
税
の
源
泉

徴
収
と
同
様
に
、
事
業
主
が
納
税

者
に
代
わ
っ
て
、
毎
月
の
給
与
か

ら
市
・
県
民
税
を
徴
収
（
天
引
き
）

し
、
納
入
す
る
も
の
で
す
。

　

市
は
県
と
合
同
で
、
こ
の
制
度

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

10
月
は
そ
の
一
環
と
し
て
特
別
徴

収
で
な
い
事
業
所
へ
の
訪
問
活
動

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
特
別
徴
収

へ
の
切
り
替
え
に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
。

特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

　

納
税
者
に
と
っ
て
は
、
毎
月
の

給
与
か
ら
差
し
引
か
れ
る
た
め
、

納
め
忘
れ
が
な
く
な
る
ほ
か
、
12

回
に
分
け
て
納
付
さ
れ
る
た
め
、

納
付
書
に
よ
る
納
付
（
年
４
回
）

よ
り
月
々
の
負
担
が
少
な
く
て
す

み
ま
す
。

　

な
お
、
各
事
業
所
へ
は
、
市
が

あ
ら
か
じ
め
徴
収
す
る
税
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
税
額
な
ど

を
計
算
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係　

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

は
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

の
呼
称
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
、
地
方
税
に
お
け
る
申

告
等
の
手
続
き
を
電
子
的
に
行
う

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の

サ
ー
ビ
ス
を
11
月
26
日
か
ら
開
始

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
給
与
支

払
報
告
書
、
法
人
市
民
税
お
よ
び

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
申

告
・
届
け
出
等
の
手
続
き
が
、
自

宅
や
事
業
所
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
個
人
が
行
う
市
・
県
民
税
の
申

　

告
や
各
種
の
電
子
納
税
に
は
対

　

応
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利
点

○
今
ま
で
の
よ
う
な
窓
口
へ
の
届

　

け
出
や
郵
送
の
必
要
が
な
く
な

　

り
ま
す
。

○
他
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
手
続

　

き
も
一
度
に
ま
と
め
て
で
き
ま

　

す
。

○
自
動
入
力
や
自
動
計
算
が
で
き

　

る
な
ど
申
告
書
の
作
成
を
サ
ポ

　

ー
ト
し
ま
す
。

○
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
対
応
し
た
市
販

　

の
税
務
・
会
計
ソ
フ
ト
の
デ
ー

　

タ
が
使
え
ま
す
。

○
市
役
所
の
閉
庁
後
も
利
用
で
き

　

ま
す
。

　

国
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
精

神
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
お
よ
び

国
民
の
精
神
保
健
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
精
神
保
健

福
祉
普
及
運
動
を
全
国
一
斉
に
実

施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間　

10
月
22
日（
月
）～

　

10
月
28
日（
日
）

■
目
的

○
社
会
に
お
け
る
精
神
保
健
お
よ

　

び
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す

　

る
理
解
を
深
め
る

○
精
神
障
害
者
の
早
期
治
療
お
よ

　

び
社
会
復
帰
な
ら
び
に
自
立
と

　

社
会
参
加
の
推
進
を
図
る

○
精
神
障
害
の
発
生
の
予
防
そ
の

　

他
国
民
の
精
神
的
健
康
の
保
持

　

お
よ
び
推
進
を
図
る

○
精
神
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
お

　

よ
び
国
民
の
精
神
保
健
の
向
上

　

を
図
る

■
推
進
標
語

「
こ
こ
ろ
を
支
え
る
～
災
害
時

の
心
の
ケ
ア
と
地
域
の
絆き

ず
な～

」

問
い
合
わ
せ
先　

　

地
域
福
祉
課
障
害
福
祉
係　

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ

ヤ
ス
デ
の
駆
除

精
神
保
健
福
祉

普
及
運
動

82

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
、

誰
も
が
多
く
の
情
報
を
簡
単
に
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
私
た
ち
の

生
活
は
、
と
て
も
便
利
に
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
個
人

や
団
体
を
誹ひ

ぼ
う謗

中
傷
す
る
書
き
込

み
な
ど
、
人
権
を
侵
害
す
る
事
件

や
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
へ
の
書
き

込
み
か
ら
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た

り
す
る
事
件
な
ど
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
匿
名
性
や
他
者
へ
の
成
り

済
ま
し
に
よ
り
、
書
き
込
み
が
悪

質
に
な
り
や
す
く
、
被
害
者
の
精

神
的
な
不
安
や
負
担
も
大
き
く
な

る
の
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
人
権
侵
害
の
特
徴
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
先
に
は
、

必
ず
「
人
」
が
い
る
こ
と
を
忘
れ

ず
、
ま
た
、
顔
が
見
え
な
い
か
ら

こ
そ
、
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

今
月
の
特
設
人
権
相
談
所

■
日
時　

10
月
11
日（
木
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

■
場
所　

山
川
文
化
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
戸
籍
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

特
別
徴
収
に
変
更
を

税目 申告関係 申請・届出関係

法 人 市 民 税 中間申告、確定申告、修正申告
など 法人設立・設置届出書、異動届

個人市・県民税
（特別徴収）

給与支払報告書、給与支払報告・
特別徴収に係る給与所得者異動
届出、普通徴収から特別徴収へ
の変更申請など

特別徴収義務者の所在地・名称等
変更届出

固 定 資 産 税
（償却資産）

全資産申告、増加資産・減少資
産申告、修正申告など

便利なeLTAXで申告を
イメージキャラクター エルレンジャー

（エルタックス）

市税の申告や届け出がインターネットで
できるようになります！再

発
防
止
に
ご
協
力
を

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
・
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
の

情報掲示板 Information
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年
こ
そ
緑
の
カ
ー
テ
ン（
ゴ

　
　
　

ー
ヤ
）
を
目
指
そ
う
と
、

も
ら
っ
た
苗
を
植
え
た
の
で
す
が
、

う
ま
く
い
か
ず
３
本
ほ
ど
実
が
つ

い
た
だ
け
で
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
に

は
程
遠
か
っ
た
で
す
。
来
年
こ
そ
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
目
指
す
ぞ
！

　
　
　
　

（
44
歳
・
２
児
の
母
）

　
　
　

年
も
節
電
の
夏
で
し
た
ね
。

　
　
　

緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、
暑
い

日
ざ
し
を
防
ぎ
、
野
菜
も
収
穫
で

き
ま
す
。
来
年
も
あ
き
ら
め
ず
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

介
し
た
い
場
所
は
、
魚
見

　
　
　

岳
の
展
望
台
か
ら
見
え
る

市
街
地
の
風
景
で
す
。
休
日
は
、

弁
当
を
持
っ
て
魚
見
岳
に
登
り
、

ご
は
ん
を
食
べ
ま
す
。
い
い
気
分

転
換
に
な
り
ま
す
。

　
　

（
60
歳
・
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
）

　
　
　

が
紹
介
し
た
い
場
所
は
、

　
　
　

魚
見
岳
か
ら
見
る
市
街
地

の
夜
景
で
す
。
空
に
は
星
が
多
く
、

函
館
の
夜
景
よ
り
も
き
れ
い
で
す
。

　
　
　
　

（
31
歳
・
い
ぶ
り
ん
）

　
　
　

の
魚
見
岳
は
足
元
が
暗
い

　
　
　

の
で
、
懐
中
電
灯
な
ど
準

備
し
、
気
を
つ
け
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　

ん
な
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

　
　
　

夢
中
に
な
る
年
も
今
ま
で

な
く
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
福

元
選
手
の
大
活
躍
に
目
が
離
せ
ま

せ
ん
で
し
た
ね
。
日
本
の
ゴ
ー
ル

を
体
を
張
っ
て
守
る
姿
に
大
感
動
。

眠
い
の
も
忘
れ
て
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ

ド
キ
…
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
選

手
が
指
宿
市
出
身
。
た
だ
た
だ
感

動
す
る
私
で
し
た
。
福
元
選
手
と

ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、「
私
は
私

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
頑
張
ら
ね
ば
」

と
思
わ
せ
て
く
れ
た
最
高
の
夏
と

な
り
ま
し
た
。
福
元
選
手
の
帰
郷

予
定
や
催
し
も
の
な
ど
計
画
に
あ

り
ま
す
か
。
ぜ
ひ
、
お
会
い
し
て

み
た
い
で
す
。

　
　
　
　

（
42
歳
・
と
も
り
ん
）

　
　
　

元
選
手
の
活
躍
に
は
、
地

　
　
　

元
だ
け
で
な
く
、
日
本
中

が
沸
き
ま
し
た
ね
。
決
勝
戦
は
深

夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人

が
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
躍
に
対
し
市
は
、
福

元
選
手
に
２
度
目
の
市
民
栄
誉
賞

を
授
与
し
ま
す
。
授
賞
式
は
、
福

元
選
手
の
帰
郷
に
合
わ
せ
て
行
わ

れ
ま
す
が
、
現
在
、
国
内
リ
ー
グ

戦
も
行
わ
れ
て
お
り
、
帰
郷
の
時

期
は
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
授

賞
式
の
日
程
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　

日
、
粗
大
ご
み
収
集
が
あ

　
　
　

り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
使

え
そ
う
な
家
具
な
ど
が
あ
り
、
も

っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
捨

て
る
前
に
何
か
リ
サ
イ
ク
ル
市
の

よ
う
な
も
の
を
開
い
て
、
欲
し
い

人
が
も
ら
え
た
り
で
き
た
ら
い
い

の
に
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
28
歳
・
ち
ゅ
ん
た
）

　
　
　

え
そ
う
な
粗
大
ご
み
が
捨

　
　
　

て
て
あ
る
と
、
も
っ
た
い

な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。

　

市
で
は
、
指
宿
庁
舎
内
に
「
テ

レ
ホ
ン
バ
ザ
ー
情
報
板
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
欲
し
い

も
の
や
譲
り
た
い
も
の
を
商
工
水

産
課
商
工
運
輸
係
で
登
録
し
、
合

致
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
相
手
の

連
絡
先
を
紹
介
す
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

　
　
　

の
休
憩
室
に
「
パ
キ
ラ
」

と
い
う
観
葉
植
物
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
パ
キ
ラ
」
に
き
れ
い
な
花

が
咲
き
ま
し
た
。
中
南
米
原
産
の

植
物
な
の
で
、
花
が
咲
く
の
は
珍

し
い
と
聞
き
投
稿
し
ま
し
た
。

（
57
歳
・
指
宿
を
明
る
く
す
る
会
）

　
　
　

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま

　
　
　

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
パ

キ
ラ
の
花
を
見
る
機
会
は
非
常
に

少
な
く
、
条
件
が
そ
ろ
わ
な
い
と

咲
か
な
い
そ
う
で
す
。

お
詫わ

び
と
訂
正

　

広
報
い
ぶ
す
き
９
月
号
15
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
、「
農
業
委
員
会
委

員
が
決
定
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
関
係
の
皆
さ
ん
に
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　

福
永　

德
郎

　

（
誤
）
公
選

　

（
正
）
議
会
推
薦

今紹

先

こ 夜福

今

使

フ 近

魚見岳から見える市街地の夜景

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

◎
指
宿
図
書
館	

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館	

☎
㉟
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】
　信長亡きあと、清
須城で会議が始まる。
跡目に名乗りを上げ
たのは柴田勝家と羽
柴秀吉。情を取るか
利を取るか、どちら
につくか迷う武将た
ち。５日間の心理戦
の行方は…。勝負の
鍵を握っているのは、
一体誰なのか？

【内容】
　昔から伝わる「つ
る」や「紙風船」な
どはもちろん、「携帯
電話」や「ランドセ
ル」といった新しい
作品も掲載。写真入
りで折り方が分かり
やすく紹介されてい
ます。親子で遊べる
折り紙を楽しんでみ
ませんか。

10月の図書館カレンダー

清須会議
三谷幸喜（著）
幻冬舎

図書館からのお知らせ
お月見会を開催
　10月の「よるのおはなし会」では、おはなし会
終了後、学芸員の説明を聞きながら天体望遠鏡を
使って月の観察を行います。
■日時　10月26日（金）　19：30～21：00
■場所　指宿図書館（お月見会は西公園で行いま

す。）
■講師　鎌田洋昭 氏（時遊館COCCOはしむれ学

芸員）
■持ってくるもの　懐中電灯
※天候によっては内容を変更する場合もあります。
　あらかじめご了承ください。
読書週間のイベントについて
　図書館では10月27日（土）～11月９日（金）の読書
週間に次のイベントを行います。
■指宿図書館

「職員おすすめ本の展示」や「おすすめ本の一
覧表の配布」、「しおりの配布」を行います。

■山川図書館
「職員おすすめ本の展示」や「しおりの配布」
を行います。

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

大人気！！親子で遊べる
たのしい！おりがみ
新宮文明（著）
高橋書店

一般図書（山川図書館） 児童図書（指宿図書館）

日

行　

事　

な　

ど

1
月

2
火

3
�

4
木

5
金

6
土

7
日
結
い
の
集
い

8
月　
体
育
の
日

9
火

10
�

11
木

12
金

13
土
秋
の
木
市（
～
22
日
）

錦
江
湾
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦（
秋
の
部
）

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭

14
日
開
聞
中
定
期
演
奏
会

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売

15
月
巡
回
行
政
相
談（
～
20
日
）

16
火

17
�

18
木
定
例
行
政
相
談

文
化
協
会
創
立
40
周
年
記
念
講
演
会

ス
マ
イ
ル
ひ
ろ
ば

19
金

20
土

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

家
族
支
援
の
会

交
通
事
故
無
料
相
談

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

21
日
市
民
体
育
祭

グ
ル
メ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
オ
ー
ク

22
月
砂
む
し
感
謝
Ｗｅｅ
ｋ（
～
28
日
）

精
神
保
健
福
祉
普
及
運
動（
～
28
日
）

23
火

24
�

25
木

26
金

27
土
指
宿
温
泉
祭（
～
28
日
）

28
日

29
月

30
火

31
�

10
月
の
広
報
ご
よ
み

…休館日

…えほんのひろば(指宿図書館)	 10：30～11：15

　演じ手：槌橋保育園の先生方

…わらべうたのへや（指宿図書館）	 11：15～11：45

…ふれあい映画会（山川図書館）	 14：00～14：40

…おはなしの時間（開聞農村環境改善センター図書室）	15：00～16：00

　演じ手：おはなし会「バンビ」の皆さん

…おはなしのとびら（指宿図書館）	 10：30～11：15

　演じ手：	指宿市学校図書館事務職員部会の皆さん

…よるのおはなし会・お月見会（指宿図書館）19：30～21：00

　演じ手・講師：図書館職員・時遊館COCCOはしむれ学芸員

…ボランティアおはなし会（山川図書館）	 14：00～14：30

　演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

月曜
火曜

13日

２日

26日

27日

21日

15日

私

曜

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

きれいに咲いたパキラの花

南側入り口近くに設置
されている情報板　　
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男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

指
宿
地
域

志
戸
佳か

え

ら
恵
羅　

垂　

門　

健　

太

伊　

代

奥
薗　

結ゆ

め女　

外
城
市　

広　

行

オ
リ
エ

中
屋
敷
海か
い
と斗　

二
月
田　
　

崇　
と
よ
み

上
川
路
瑠る

り璃　

二
月
田　

和　

幸

友　

恵

古
殿　

大た
い
せ
い晟　

玉　

利　

忠　

春

陽　

子

永
田　

悠は
る
と翔　

玉　

利　
　

勇　
み
ゆ
き

牧
口　

晃こ
う
だ
い大　
五
郎
ヶ
岡　

泰　

久

飛　

鳥

熊
迫　

美み
ゆ
う優　
五
郎
ヶ
岡　

優　

次

亜
寿
沙

尾
辻
慎し
ん
の
す
け

之
助
※　

南
十
町　

健　

作

　

綾

折
田　

菜な
つ
き月　
弥
次
ヶ
湯　

敦　

朗

ひ
な
子

浜
田　

煌こ
う
き生　
弥
次
ヶ
湯　

穂　

積

明　

美

宮
田　

虹に
い
な菜

※　

南
迫
田　

辰　

徳

エ　

リ

内
薗　

は
な　

湯
之
里　

直　

之

は
る
か

永
尾　

優ゆ

の望　

湯
之
里　

竜　

也

彩　

華

神
戸　

秀ひ
で
な
り斉　

湯
之
里　

章　

吾

康　

子

田
中　

裕ゆ
う
き輝　

潟　

山　

裕　

也

真　

理

上
吹
越　

結ゆ
い　

潟　

山　

昭　

悟

美　

季

小
石　

佳か
す
み純

※　

迫　

中　
　

豊　
昌　

子

須
崎　

真ま
し
ろ珀　

迫　

北　

大　

介

沙　

織

須
崎　

春は
る
り璃　

迫　

北　

大　

介

沙　

織

東　

桜お

と

は
叶
羽　
摺
ヶ
浜
南　

隼　

人

め
ぐ
み

西
森　
　

翼つ
ば
さ　
渡　

瀬　

則　

義

　

香

山
川
地
域

パス
カ
ル 

夏な
た
ー
し
ゃ
泰
紗

フ
ィ
ー
ニ
ッ
ク
ス　

愛
宕
下　
ク
ロ
ー
ド

慶　

子

近
藤　

琴こ
と
み美　

井
手
上　

光　

一

美　

保

中
間　
　

朔さ
く　

下　

原　
　

翼　
麻　

耶

前
村　

心こ
こ
な那　

森
松
西　

紘　

二

祐　

佳

山
越　

璃り

く空　

谷
村
下　

直　

人

由　

美

東　

明あ

す

み
日
実　

小
川
中　

日
出
光

正
夜
加

木
下　

敦あ
つ
と
も智

※　

徳　

光　

敦　

史

あ
き
の

開
聞
地
域

尾
曲
全ぜ

ん
の
す
け

之
輔　

東
開
聞　

佑　

樹

な
つ
み

黒
山　

大は
る
と翔　

松
原
田　
　

翔　
好　

美

竹
山　

達た
つ
き貴　

松
原
田　

秀　

昭

奈
緒
子

市
外

増
田　

成な
る
の
ぶ伸　

千
葉
市

美
浜
区　

貴　

博

淳　

子

深
澤
誠せ
い
し
ろ
う

士
郎
※　

霧
島
市　

英
三
郎

由　

理

指
宿
地
域

馬　

込　

光　

一　

83　

柳　

田

肥　

後　

守　

康　

50　

迫　

北

宮　

原　

勇　

雄　

85　
五
郎
ヶ
岡

木　

原　

修　

一　

62　

丈　

六

　
　

岡　

ク
サ
ヱ　

86　

尾　

掛

山　

中　

政　

吉　

93　

大　

迫

池　

堂　

昭　

臣　

67　

中
小
路

市　

山　

政　

和　

52　

迫　

北

岩　

﨑　

武　

義　

93　

大　

渡

萩　

原　
　
　

至　

75　

迫　

北

橋　

口　

ミ
サ
エ　

82　

田
之
畑

濵　

﨑　

貞　

子　

95　

湊　

南

木　

野　

慶　

吉　

93　

瀬　

崎

岩　

下　

テ
ル
子　

87　

道
下
上

下
曽
山　

良　

子　

82　
五
郎
ヶ
岡

西
中
川　

ト　

ミ　

92　

中　

川

今　

村　

ヨ　

子　

97　

迫　

北

葊　

田　

靜　

子　

87　
　

宮

上
川
路　

房　

江　

92　
大
牟
礼
中

湯
之
上　

德　

男　

88　
　

宮

井　

上　
　
　

司　

76　

宮
ヶ
浜

松　

山　

秋　

雄　

64　
大
牟
礼
東

山
川
地
域

黒　

木　

滿　

惠　

83　

愛
宕
下

白　

濵　

滿　

則　

66　

高　

尾

井　

上　

成　

美　

67　

野　

元

福　

留　

な
る
み　

47　

谷
村
下

藤　

﨑　

道　

子　

89　
町
２
区
西

東　
　
　

文　

子　

85　
　

中

國　

澤　

桂　

子　

73　
町
３
区
東

東　
　
　

國　

盛　

64　

市
山
上

濱　

田　

シ　

ヅ　

97　

高　

尾

西　

元　

シ
ナ
エ　

84　

尾　

下

林　
　
　
　
　

勇　

82　

中　

央

開
聞
地
域

福　

永　

ノ
ブ
子　
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下　

吉
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ハ
ル
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薩
摩
富
士
荘

西　

留　

秋　

彦　
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坂　

下

福　

永　

正　

則　

82　

玉　

井

川　

畑　

タ
ミ
子　

83　

西　

元

岩　

下　

フ
チ
エ　

92　

坂　

下

迫　

中　

ハ
ナ
エ　

95　
　

脇

迫　

中　

喜　

盛　

81　
　

脇

坂　

元　
　
　

榮　

89　

坂　

下

市
外

上　

野　

睦　

夫　

57　
南
九
州
市

山　

口　

艶　

子　

83　
鹿
児
島
市

坂　

本　

さ
つ
き　

47　
鹿
児
島
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
立
正
佼
成
会　

鹿
児
島
教
会

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
出

時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・
開

聞
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
、

申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で
も
、

希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す
の
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

虹菜が生まれた時、虹
が出て綺麗だったよ♡

宮田　虹
にい な

菜ちゃん

８
月

 31 
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

～子どもはまちの宝です～
じ ま ん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
メ
ー

ル
（
画
像
は
２
Ｍメ

ガ
バ
イ
トＢ以

内
）、郵
送
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

　
　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

現
在
、
広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

ク
イ
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
に
答
え
て
素
敵
な
賞
品
を
当

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
お
知
ら
せ
版
で
は
、
ク

イ
ズ
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
商
店
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

明るく元気で思いやり
のある子に育ってね。

尾辻慎
しんのすけ

之助ちゃん
佳純の未来に幸あれ!
側で見守っているよ。

小石　佳
かす み

純ちゃん

いつまでも仲良く健やかに育ってね!

亀井　莉
り の

乃ちゃん・翔
しょうた

太ちゃん
【東京都町田市】

心やさしく笑顔のすて
きな女の子になぁれ!

熊谷　芽
め い

生ちゃん
【鹿児島市】

　

私
た
ち
は
、
家
庭
、
職
場
、
ま

た
は
地
域
社
会
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

役
割
を
担
い
な
が
ら
生
活
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
役
割
が
ど
れ
か
に

偏
っ
た
生
活
を
し
て
い
る
と
、
心

の
ゆ
と
り
を
無
く
し
て
し
ま
い
、

充
実
感
や
満
足
感
を
得
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
の
た
め
に
は
、
多
様
な
生

き
方
に
考
慮
し
た
就
業
形
態
を
作

る
な
ど
、
社
会
全
体
で
の
取
り
組

み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

働
く
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
生

活
を
見
つ
め
直
す
こ
と
も
大
切
で

す
。

　

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
仕
事

も
家
庭
も
自
分
が
望
む
バ
ラ
ン
ス

で
両
立
で
き
る
よ
う
に
、
自
分
に

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

～
毎
日
の
生
活
を
、
心
地
よ
い
バ
ラ
ン
ス
で
～

広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
を
掲
載
中

すくすくと元気に育っ
てね。

木下　敦
あつとも

智ちゃん
生まれてくれてありが
とう。大きくなぁれ☆

深澤誠
せいしろう

士郎ちゃん

①
②

③
④
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も
し
、
目
の
前
で
人
が
倒
れ
て
い

た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

　

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
停

止
の
ほ
と
ん
ど
は
病
院
外
で
起
き
て

い
ま
す
。
恐
れ
ず
、
慌
て
ず
、
次
の

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

目
の
前
で
人
が
倒
れ
て
い
た
ら

①
呼
び
掛
け
て
意
識
を
確
認
す
る
。

肩
な
ど
を
た
た
い
て
、
大
き
な
声

で
呼
び
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

②
大
声
を
出
し
て
他
の
人
に
助
け
を

求
め
る
。

自
分
だ
け
で
は
心
配
で
す
。
大
き

な
声
で
近
く
に
い
る
人
を
呼
び
寄

せ
て
く
だ
さ
い
。
他
の
人
が
来
て

く
れ
た
ら
１
１
９
番
に
通
報
し
て
、

可
能
な
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
持
っ
て
来
て
も
ら

い
ま
す
。

誰
も
来
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
あ

な
た
自
身
で
１
１
９
番
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
、「
救
急
で

す
、
意
識
の
な
い
人
が
い
ま
す
」

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
住
所
や
名

前
な
ど
を
聞
か
れ
ま
す
が
、
そ
の

後
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま

す
の
で
、
電
話
は
切
ら
ず
に
救
急

隊
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
呼
吸
を
確
認
す
る
。

正
常
な
呼
吸
を
し
て
い
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
救
急
車
を
待

ち
ま
す
。
た
だ
し
、
正
常
な
呼
吸

が
続
い
て
い
る
か
常
に
見
て
い
て

く
だ
さ
い
。
も
し
、
呼
吸
に
変
化

（
い
び
き
の
よ
う
だ
っ
た
り
、
止

ま
り
そ
う
な
呼
吸
だ
っ
た
り
、
息

を
し
て
い
な
い
な
ど
）
が
あ
っ
た

場
合
は
、
胸
骨
圧
迫
（
昔
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
と
も
言
わ
れ
て
い
た

も
の
で
す
）
を
開
始
し
て
く
だ
さ

い
。

押
す
位
置
は
胸
の
中
央
で
胸
骨（
胸

の
真
ん
中
の
骨
）
の
下
半
分
で
す
。

両
手
を
重
ね
て
、
手
の
付
け
根
を

胸
骨
に
沿
わ
せ
て
押
し
て
く
だ
さ

い
。
強
く
（
深
さ
５
㎝
以
上
）、速

く
（
１
分
間
に
１
０
０
回
以
上
）

押
し
て
く
だ
さ
い
。
胸
は
元
の
高

さ
に
も
ど
る
ま
で
毎
回
押
し
戻
し

て
く
だ
さ
い
。

胸
骨
圧
迫
は
、
救
助
隊
が
来
る
ま

で
ひ
た
す
ら
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

も
し
人
工
呼
吸
が
上
手
に
で
き
る

よ
う
な
ら
、
胸
骨
圧
迫
を
30
回
し

た
あ
と
、
人
工
呼
吸
を
２
回
（
１

回
１
秒
か
け
て
）
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

④
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
入
手
で
き
た
ら
、
電
源

ボ
タ
ン
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
電

源
さ
え
入
れ
ば
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
音
声

ガ
イ
ド
で
操
作
方
法
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。
ガ
イ
ド
に
従
っ
て
行
動

し
て
く
だ
さ
い
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
入
手

で
き
な
く
て
も
、
胸
骨
圧
迫
を
交

代
で
続
け
て
い
れ
ば
救
急
隊
が
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
持
っ
て
助
け
に
来
て
く
れ

ま
す
。

　

も
し
、
人
が
倒
れ
て
い
た
ら
、
意

識
確
認
や
１
１
９
番
通
報
、
応
急
処

置
な
ど
居
合
わ
せ
た
皆
さ
ん
が
速
や

か
に
行
動
す
る
こ
と
で
、
後
遺
症
な

く
助
か
る
人
が
出
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ

と
も
あ
な
た
が
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

文
章
で
い
ろ
い
ろ
書
き
ま
し
た
が
、

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
で
す
。

消
防
な
ど
で
普
通
救
急
講
習
を
各
地

で
行
っ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
講

習
会
等
に
参
加
し
、
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

目の前で人が倒れていたら
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